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第
一
節
江
部
乙
屯
田
兵
の
募
集

江
部
乙
屯
田
は
第三
次
入
植
計
画
に
基
づ
き
明
治二
十
七
年
に
入
植
し
た
。

明
治
十
八
年
屯
田
兵
制
度
を
復
活
さ
せ
屯
田
兵
入
植
六
カ
年
計
画
を
作
成
し

実
施
に
移
し
た
第
二
次
計
画
は
各
県
側
の
理
解
と
関
係
者
の
努
力、
時
代
の
要

請
と
あ
い
ま
っ
て
予
想
以
上
の
成
果
を
得
て
明
治
二
十
三
年
の
滝
川、
太
田
兵

村
を
も
っ
て
終
了
し
た
。

こ
れ
に
続
く
第三
次
入
植
計
画
は
画
期
的
な
変
更
を
加
え、
明
治二
十
四
年

か
ら
入
植
実
施
計
画
を
立
て
て
いる
。
さ
ら
に
屯
田
兵
条
例
の
改
正
や
関
係
規

則
の
明
文
化
を
行
い
整
備
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
も
重
要
な
点
は
次
の
と
お
り

一
今
ま
で
の
士
族
授
産
の
み
の
目
的
を
変
更
し
、
平
民
も
屯
田
兵
に
応
募
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
。

二
北
海
道
を
防
備
す
る
目
的
を
第
二
次
的
と
し
、
荒
地
開
拓
を
第
一
次
的
に
実
施
す
る
こ

と
。

で
あ
る
。
こ
の
計
画
変
更
は
具
体
的
に
入
植
場
所
を
石
狩
川
流
域
と
し
、
北

海
道
で
最
も
肥
沃
な
地
域
を
開
拓
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
第
三
次
計
画
は
通
常
経
費
四
四
万二
、
二〇
七
円
八
七
銭
六
厘
、
臨
時

費
一
一万
九、
九
四
九
円
一
三
銭
六
厘、
計
五
六
万
二
、
一五
七
円
一
銭二
厘

を
も
っ
て
、
屯
田
兵
の
経
費
と
定
め
明
治
二
十
五
年
か
ら
三
十
六
年
ま
で
一二

第
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ヵ
年
間
に
わ
た
っ
て、
年
五々
〇
〇
戸
を
各
府
県
か
ら
募
集
し
よ
う
と
い
う
計

画
を
た
て
た
の
で
あ
る
。

ま
た
募
集
方
法
と
し
て
は
毎
年
全
国
府
県
から
召
募
す
る
の
で
は
な
く、
全

国
を
六
つ
の
区
域
に
分
け、
一区
域
八
県
(六
県)
を
四
区
分
し
て
各
府
県
ご

と
に
は
四
年
又
は三
年
に
一
回
の
募
集
と
し
た
。
こ
の
屯
田
兵
召
募
区
及
び
召

募
人
員
表
は
明
治
二
十
三
年
十
一
月
の
官
報
に
広
告
さ
れ
た。

召
集
区

滋京 奈三 福石 静愛富岐 神東 茨千 群長 山埼
奈
川京 城葉 馬野 梨玉 形潟 手城木島 田森

八五 一

/ �

九五 1

1 八C

1 1

1 1 1

‒
‒

-

1八 1 1

九五 1 1 一

1 �10

〇八

-

1
九五 ‒
‒

‒
‒

1

八〇

1 1 1

八五 ‒
‒

〇八

〇八1 1

-

五九
1 九 1

1 1

10

1

1 1 1 1

1 1 1

‒
‒

‒ 八〇 1 1

九五 ‒
‒

一 50 1

‒
‒

〇八

-

八五 1

〇八

1 20

‒‒‒

一

1

九五 一

1 1

1 1

一

1 1

一 九五 1

- ‒
‒

〇八

1 〇八 1

1 〇八 1

1 1 九五 ‒
‒

一 一

1

- 八 1

1

1 九五 1 1 八〇

1 1

-

云
年

第 三 第 二

11 第 1

府
県

山新 岩宮栃福秋青

賀都 良重 井川 岡知 山阜

-

〇八

1 五九一

1

1 一

1 20

1

九五 1 1

八〇

年
度三
年一
年三七年三八年三九年三

年
三
年
三
年三
年二
年
壹
年

八〇
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計 宮鹿 熊福 佐長 大宮
児
崎島 本岡 賀崎 分崎 知島 口島 川媛

1

‒
‒

八

1
1 八五

1 20 1 � �
八〇

1

八五 1

八〇 1 1

‒
‒

50 八五 一 ‒
‒

1 1

〇八

〇八1

八〇 1 1

1

1

‒1

1 1 1

一 金

一

1 1

‒
‒

1�

八〇 八五

1

50 1 1
〇八

1 〇

1� 八五 1 1

‒
‒

1

〇八

1 八 1

八〇

〇
一 1 1

‒
‒ 1 � 1

八五

1 50 1 1

八〇 ‒
‒

八五 1

HOC 八〇 1 ‒
‒ 八C

1 1 金

1

1‒‒‒
る
。

ル
ヘ
シ

明
治二
十
六
年
十
二
月
十
九
日

既
に
屯
田
兵
募
集
に
つ
い
て
該
当
府
県
で
は
事
務
取
扱
い
が
行
わ
れ
て
お

り、
同
年
十二
月二
十
日
付
官
報
に
は
「岩
手
県
ニ
於
ケ
ル
屯
田
兵
志
願
者
ハ

四
十
二
名
ナリ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

この
応
募
者
に
対
し
実
質
合
格
者
が
一
一名
と
約
四
分
の
一
強の
合
格
割
合

と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と、
希
望
者
が
多
い
割
に
条
件
が
合
わ
ず
、
ま

た
検
査
が
厳
し
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
の
で
あ
る
。

希
望
者
が
増
加
し
た
理
由
と
し
て
次
の
よ
う
な
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

一
先
に
述
べ
た
族
称
を
屯
田
兵
の
資
格
条
件
から
除
い
た
こ
と
。

一
般
庶
民
に
も
北
海
道
と
い
う
北
方
領
土
を
正
確
に
理
解し
は
じ
め
た
。

二三
国
内
が
政
治
的
に
安
定
し
始
め
た
。

四
国
内
の
経
済
的
社
会
に
西
洋
的
な
資
本
主
義
が
台
頭
し
始
め、
工
業
生
産
を
中心
と
し

て
産
業
活
動
が
活
発
と
な
り、
農
業
関
係が
圧
迫
さ
れ
て
き
た
。

応
募
状
況

応
募
資
格
は
士
族
平
民
を
問
わ
な
い
こ
と、
年
齢
は
一
七
歳
以
上
二
五
歳
以

下
と
な
っ
た
こと
が
滝
川
屯
田
と
違
う
点
で、
他
は
大
同
小
異
で
あ
る
。

明
治二
十
七
年
二
月
屯
田
兵
司
令
官
は
陸
軍
屯
田
歩
兵
大
尉
大
島
幸
衛、
同

酒
出
季
由
を
召
募
官
に
任
命
し
、
次
の
訓
令
を
下
し
た
。

一
歩
兵
は
総
て
空
知郡
滝
川
村
へ騎
兵
砲
兵
工
兵
は
同
郡
沼
貝
村
へ
移
住
せ
し
むべ
し
。

二
各
兵
員
の
割
合
は
左
記
表
に
拠
り
採
用
すべ
し
。
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注
そ
の
召
募
区
の
召
募
人
員
が
不
足
す
る
と
き
は、
そ
の
年
召
募
す
べ
き
他
の
区
の
聯
合

府
県
か
ら
こ
れ
を
補
う
こ
と
に
し
た
。

し
かし
、
実
際
に
は
そ
の
年
対
象
外
の
県
を
入
れて
召
募
し
て
い
る。

江
部
乙
屯
田
の
召
募
府
県
は
宮
城、
岩
手、
千
葉、
茨
城、
石
川、
福
井、

大
阪、
和
歌
山、
徳
島、
高
知、
福
岡、
熊
本
の
一
府
一一
県
に
当
た
る
が、

県
の
事
情
を
考
慮
し
て
次
の
よ
う
な
陸
軍
省
告
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。

陸
軍
省
告
示
第
十
一
号

明
治二
十
七
年
度
ニ
於
テ
移
住
セ
シ
ム
へ
キ
屯
田
兵
ノ
補
欠
ト
シ
テ
屯
田
兵
召
募
規
則
附
表

ニ
掲
タ
ル
聯
合
府
県
ノ
外
特
ニ
岡
山
愛
媛
鳥
取
島
根
大
分
ノ
五
県
ヨリ
召
募
ス
各
県
庁
ニ

在
テ
ハ
同
年
一
月三
十
一
日
迄
ニ
願
書
類
取
纒
メ
召
募
官
到
着
ノ
節
同
官
ニ
交
付
シ
且
ッ

同
日
迄
ニ
志
願
者
ノ
有
無
員
数
ヲ
屯
田
兵
司
令
部
ニ
通
報
ス
ペ
シ

但
し
一
県
志
願
者
十
名
ニ満
タ
サ
ルト
キ
ハ最
寄
府
県
ノ
検
査
場
ニ於
テ
検
査
ス
ル
コ
ト
ア

第 六六 第 五 第 四

高徳 山広 香愛 岡兵 和大 島鳥
歌

山庫 山阪 根取

陸
軍
大
臣
伯
爵
大
山

1

1



乙
召
募
官

甲
召
募
官

一九
〇

二
〇
四

歩
兵

但
し
甲
乙
互
に
協
議
し
過
不
足
な
き
様
取
計
う
べ
し
。

計

二三
七

三
特
科
兵
の
身
幹
は
騎
兵
は
五
尺
二
寸
以
上
、
砲
兵
工
兵
は
五
尺
三
寸
以
上
と
す
。

五
一戸
の
人
員
は
召
す
べ
き
戸
数
の
平
均
を
以
て
大(一
五歳以上)三

人
、
中
(五
歳
未
満
七
歳

(六〇
歳
以
上
一

四
家
族
身
体
証
明
書
不
充
分
と
思
う
と
き
は
日
割
表
の
日
限
内
に
於
て
臨
時
家
族
検
査
を

な
す
こ
と
を
得
。

M)一人、
小
(七
歳未
満)
一人
を
目標とし

採用すべ
し。

但
し、
中
一
人
小一人

を以
て大
一人
をなす

こと
を
得。

六
各
府
県
毎
に
採
用
戸
数
及
び
前
項
に
拠
り
大
中
小
に
区
分
し、
人
員
を
各
兵
科
毎
に
司

令
部
へ
電
報
すべ
し
。

七
乗
船
場
に
於
け
る
人
頭
調
査
官
の
配
置
等
は
適
宜
処
置
す
べ
し
。

但
し
、
甲
乙
召
募
官
へ
補
助と
し
て
更
に下
士
官
三
名
(内
書
記
一
名)
宛
出
張
せ
し

む
る
に
付
諸
事
命
令
し
各
般
共
召
募
官
一
名
は
必
ず
乗
船
すべ
し

こ
の
命
令
を
受
け
た
大
島
・
酒
出
両
大
尉
は
同
年
二
月
八
日
札
幌
を
出
発
し

た
。大
島
召
募
官
の
募
集
状
況

大
島
大
尉
は
甲
召
募
官
と
し
て
福
岡、
大
分、

愛
媛、
岡
山、
鳥
取
、
島
根
の
七
県
を
担
当
し
て
検
査
を
実
施
し
た
。

福
岡、
熊
本
は
通
常
の
召
募
年
に
当
た
る
が、
他
の
五
県
は二
十
六
年
に
水

害
が
あ
り
追
加
召
集
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
検
査
施
行
の
日
程

は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

福
岡
県
採
用
人
員
歩
兵
六
十
四
人、
騎
兵
六
人、
砲
兵
七人
、
工
兵
六
人

飯
塚
町

推
田
村

施
行
場
所

施
行
月
日

二
月十
九日

二
月
二
十
日

四
十
三
人

二
月二
十二
日
四
十三
人

三
十
六
人

応
募
人
員 一四
一
六

砲
兵

一四
一五

工
兵

福
岡
市

久
留
米
市

三
月
四
日

二
月
二
十
四
日
三
十
六
人

二
月
二
十
六
日
五
十
六
人

二
月
二
十
八
日
四
十
九人

四十三
人

熊
本
県
採
用
人
員
歩
兵
九
人、
騎
兵
二
人、
砲
兵
二
人
、
工
兵
一人

六
十
一
人

熊
本
市

大
分
県
採
用
人
員
歩
兵
八
人、
騎
兵二
人、
工
兵
一人

三
月
二
日

中
津
町

高
田
町

三
月
八
日

大
分
町

愛
媛
県
採
用
人
員
歩
兵
三
十
二
人、
騎
兵
四
人、
工
兵三
人

三
月
十
一
日

二
十三
人

三
月
十
四
日

三
月
十
六
日

三
月
十
九
日

五
十
六
人

岡
山
県
採
用
人
員
歩
兵
六
人

三
月二
十
二
日
八
人

三
月二
十
四
日
五
人

三
月
二
十
六
日
十
一人

高
梁
町

津
山
町

鳥
取
県
採
用
人
員
歩
兵
五
十
六
人、
騎
兵三
人、
砲
兵二
人
、
工
兵
三
人

鳥
取
市

船
岡
村

勝
見
村

三
十
人

三
月二
十
九
日
三
十
七
人

四
月
六
日

三
人

島
根
県
採
用
人
員
歩
兵三
十
一
人
、
騎
兵三
人
、
砲
兵三
人、
工
兵
一人

米
子
町

松
江
市

四
月
七
日

四
月
十
日

四
月
十三
日

三
十
五
人

百
五
人

十
人

川
戸
村

益
田
町

右
の
区
域
で
の
志
願
者
数
は
一、
一九
三
名
あ
っ
た。
そ
の
後
出
願
取
消
し

も
あ
っ
て
総
受
検
人
員
は
九
四
六
名
で
内
合
格
者
七〇
二
名
で
あ
った
が、
採

第
四
章
江
部
乙
屯
田

一九
二
〇

騎
兵

福
島
町

大
川
町

三
月
七
日

八
人
四
十
人

十
三
人

九
十
八
人

松
山
市

今
治
町

川
の
江
村

岡
山
市

三
月
三
十
日

四
月
一
日

四
月三
・
四
日
八
十
二
人

三
十
二
人

倉
吉
町

二
五
五
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用
選
考
を
行
い
決
定
し
た
の
は
二
五
七
名
で
あ
っ
た
。

検
査
は
出
願
者
の
み
で
なく
、
予
め
家
族
中
で
家
事
に
支
障
な
い
も
の
は
本

人
と
共
に
検
査
所
へ出
頭
し
面
接
し
た
の
で
あ
っ
た。

検
査
終
了
後
に
召
募
官
は
合
格
者
及
び
家
族
を
集
め、
屯
田
兵
事
業
の
最
も

困
難
な
事
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
志
願
の
確
否
を
検
討
し
、
移
住
後
に
お
け
る

決
心
を
変
え
な
い
固
い
意
志
を
持
た
せ
る
講
話
を
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
要
点

は
2 1志

願
者
本
人
の
体
格
検
査
の
合
格
し
た
こと
。

財
産
の
片
付
け
は
採
用
通
知
が
あ
っ
て
か
ら
取
り
か
か
る
こと
。

34
移
住
地
は
大
木
鬱
蒼
と
し
て
万
事
不
便
で
あ
る
こ
と
。

5
北
海
道
の
開
墾
は
内
地
の
農
業
に
比
べ
最
も
困
難
で
あ
る
こ
と
。

6
心
な
き
婦
女
子
を
す
す
め
て
移
住
し
て
は
後
悔
す
る
こ
と
。

7
屯
田
兵
移
住
は
扶
助
年
限
に
限
ら
ず
永
久
土
着
を
覚
悟
す
る
こ
と
。

北
海
道
に
お
い
て
職
を
失
え
ば
人
家
が
少
な
く
生
活
の
道
が
得
難
い
こ
と
。

戸
主
は兵
役の
義
務
が
ある
ので、

家
業
は戸
主
を
頼らず

家
族が
家
業
をす
る
覚悟

が
必
要
な
こ
と。

扶
助
満
期
後
は
自
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず、
扶
助
期
間
中
に
給
与
地
を
全
部
開
墾
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
。

14131211

屯
田
兵
幹
部
の
監
督
及
び
干
渉
が
あ
る
こ
と
。

手
荷
物
に
雨
具
、
防
寒
衣
類
を
用
意
す
る
こ
と
。

在
来
の
農
具、
夜
具
の
よ
う
な
も
の
は
売
ら
ず
に
持
って
いく
こ
と
。

な
ど
の
話
を
し
た
が
志
願
の
取
消
し
を
申
出
た
者
は
各
検
査
場
に
一人
も
な

く
志
願
の
意
志
が
堅
く、
ま
た
屯
田
事
業
の
予
備
知
識
や
理
解
を
得
ら
れ
て
い

た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。

酒
出
召
募
官
の
募
集
状
況

酒
出
大
尉
は乙
召
募
官
と
し
て二
月
八
日
札
幌
を
発
ち
、
岩
手、
千
葉、
茨

徳
島県

富
岡
村

日
和
仇
村

四
月二
日

四
月
四
日

二
八
人

三
七
人

二
一
人

七人

一二
人

四
一
人

二三
人

七
人

大
聖
寺
村

石
川
県
採
用
人
員
歩
兵
六
十
人、
騎
兵二
人、
砲
兵二
人、
工
兵
一
人

三
月
八
日

小
松
村

三
月
十
日

松
任
村

三
月
十
二
日

三
月
十
四
日

六
八
人

津
幅
村

大
阪
市

大
阪
府
採
用
人
員
歩
兵
六
人
三
月
十
八
日
騎
兵
四
人
砲
兵
三
人
工
兵三
人

和
歌
山
市

和
歌
山
県
採
用
人
員
歩
兵
三
十
八
人

三
月
二
十
一
日

三
月
二
十
三
日

三
月
二
十
四
・
五
日
一
九
七
人

田
辺
町

三
月三
十
一
日

四
一人

採
用
人
員
歩
兵
二
十
五
人
騎
兵二
人
砲
兵
二
人
工
兵二
人

索
川
村

城
、
宮
城、
福
井、
石
川、
大
阪、
和
歌
山、
徳
島、
高
知
の
各
県
を
検
査し

た
。
そ
の
検
査
施
行
の
日
程
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

千
葉県

松
戸
村

佐
倉
町

施
行
場
所

二
月
十
五
日

二
月
十
六
日

施
行
期
日

二
人
三
人

一一
人

採
用
人
員
歩
兵
五
人、
騎
兵二
人、
砲
兵
一
人

二
月
十
九
日

二
月
二
十
日

一〇
人

岩
手
県

花
巻
町

盛
岡
町

一ノ
関
町

採
用
人
員
歩
兵
八
人、
騎
兵
一人
、
砲
兵
一
人、
工
兵
一
人

二
月二
十二
日

二
月二
十
三
日

二
月
二
十
四
日

一
四
人

一
五
人

福
井
県
採
用
人
員
歩
兵
二
十
八
人、
騎
兵二
人、
工
兵
二
人

大
野
村

福
井
市

三
月
四
日

三
月
六
日

三
一人

三
一
人

8

9 8

採
用人
員
歩
兵
二
人、
騎
兵
一
人、
砲兵
一人

応
募
人
員

茨
城
県
仙
台
市

石
巻
町

二
人

北
海
道
の気
候及
び
積
雪
の
状
況。

い
余
力
が
あ
れ
ば
給
与
地
の
ほ
か
に
土
地
貸
下
を
願
い
得
る
こ
と
。
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高
知
県
採
用
人
員
歩
兵
十
八
人、
騎
兵
五
人
、
砲
兵
四
人、
工
兵
四
人

高
知
市

一三
人

高
岡
市

中
村

四
月
九
日

四
月
十
一
日

四
月
十
三
日

〇
人
、
実
受
検
者
六
七
八
名
で
あ
っ
た
。
この
うち
合
格
者
採
用
決
定
は
二
三

八
名
で
あ
る
。

以
上
の
各
府
県
の
志
願
者
総
数
は
九三
九
戸
に
達
し
た
が、
応
募
者
は
七
〇

六
六
人

九〇
人

乙
召
募
官
の
酒
出
大
尉
も
志
願
者
の
去
就
に
対
す
る
態
度
を
決
意
す
る
こ
と

を
促
す
講
話
を
甲
召
募
官
と
同
主
旨
の
内
容
を
も
っ
て
行
っ
て
い
る
。

両
召
募
官
は
四
月
十
三
日
全
区
域
の
検
査
を
終
了
し
、
そ
の
採
否
を
決
定
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
志
願
者
に
通
知し
た。

甲
地
区
に
お
け
る
採
用
区
分
は
歩
兵
二
〇
六
人、
騎
兵二
〇
人、
砲
兵
一六

人
、
工
兵
一
五
人、

乙
地区
は
歩
兵
一
九
一人
、
騎
兵
一
九
人
、
砲
兵
一四

人、
工
兵
一
四
人
と
な
り、
江
部
乙
屯
田
の
歩
兵
は
三
九
七
人
と
三
人
の
不
足

と
な
っ
て
い
る
が、
転
嫁
下
士
と
し
て三
名
の
志
願
採
用
が
あ
り
四
〇
〇
人
と

な
る
。
ま
た、
愛
媛、
大
分
県
が
各
一名
減、
福
岡
県
に二
名
減、
高
知
に
一

名
増、
佐
賀、
鹿
児
島
か
ら
六
名
採
用
な
ど
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。

第
二
節
江
部
乙
兵
村
の
受
入
準
備

土
地
区
画

明
治二
十
七
年
の
屯
田
兵
移
住
は
滝
川
村
字
ュ
ー
ベ
オ
ッ

に
決
定
し、
そ
の
受
入
準
備
が
進
めら
れ
た
。
し
かし
、
こ
の
位
置
決
定
や
土

地
区
画
測
量、
兵
屋
の
建
築
着
工
・
設
工
年
月
日
に
つ
い
て
は
江
部乙
町
史
に

記
載
さ
れ
て
い
な
い
し、そ

の
他
の
資
料
で
も
得
ら
れ
ず
判
然
と
し
て
い
な
い
。

第
四
章
江
部
乙
屯
田

第
三
次
屯
田
入
植
計
画
で
は
石
狩
川
沿
い
に
入
植
さ
せ
る
前
提
が
あ
っ
た
の

で
、
既
に
決
定
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
不
明
で
あ
る
。

こ
の
種
の取
扱
い
と
し
て
通
常
の
例
から
推
測す
る
限
り
で
は、
二
十
六
年

春
か
又
は
そ
れ
以
前
に
測
量
が
行
わ
れ、
秋
口
か
ら
翌
年
の
屯
田
入
植
ま
で
に

間
に
合
わ
せ
る
兵
屋
建
築
整
備
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

兵
村
の
設
置
に
つ
い
て
は
「ユ
ー
ベ
オ
ッ」
の
字
名
設
置
が
「滝
ノ
川
」
と

同
時
に
明
治二
十
六
年
十
月
七
日
付
告
示
第
六
七
号
で
示
さ
れ、

「滝
ノ
川
」

を
界
に
北
は
ユー
ベ
オ
ッ
川
(江
部乙
川)
ま
で
と
な
っ
た
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

兵
屋
建
設
の
た
め
に
区
域
分
離
を
行
い
名
称
を
付
け
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

江
部
乙
兵
村
は
字
ュ
ーベ
オ
ツ
に
上
川
道
路
を
基
幹
と
し
て
東
西
に
広
が
り

九
丁
目
か
ら
十
五
丁
目
に
至
る
区
間
に
兵
屋
が
建
築
さ
れ
た。

こ
の工
事
に
つ
い
ても
資
料
は
な
い
が、
恐
ら
く
屯
田
兵
屋
の
請
負
を
一手

に
握
り
三
十
一、
二
年
ま
でも
大
倉
組
が
手
が
け
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
江

部
乙
屯
田
兵
屋
も
大
倉
組
の
手
に
な
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

土
地
区
画
に
つ
い
て
は
滝
川
兵
村
と
同
様
に
一戸
五
、
〇
〇
〇
坪
割
の
粗
居

法
を
採
用
し
て
い
る
(注
粗
居
法・
密
居
法
につ
い
て
は
滝
川
屯
田
の
項
参
照
)。

た
だ
し
異
な
る
点
を
あ
げ
れ
ば
滝
川
は
「通
」
に
当
た
る
区
画
割
が
少
な
い

の
に
対
し、
江
部乙
は
大
半
が
通
り
方
式
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
次
の
図
に
示
す
よ
う
に
南
北
に
走
る
上
川
道
路
(現
国
道
十
二
号)

を
基
準
と
し
て
併
行
す
る
「東
裏
通
り
」
「西
裏
通
り
」
と
称
す
る
二
本
の
道

路
を
と
り
、
こ
れ
に
間
口
四
〇
間、
奥
行
一二
五
間、
面
積
五、

割
っ
た
区
画
を
多
く
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〇
〇
〇
坪
に
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反
対
に
こ
れ
ら
の
道
路
を
三
二
〇
間
ご
と
に
横
断
す
る
道
路
(丁
目)
を
と

り
、
こ
の丁
目
道
路
に
面
し
た
間
口三
一
間二
分
五
厘、
奥
行
一
六
〇
間
の

五
、
〇
〇
〇
坪
割
は
少
な
く
、
東
西
九
丁
目、
東
十
丁
目、
東
西
十
五
丁
目
に

の
み
採
用
し
た
土
地
区
画
と
な
っ
て
い
る
。

問

江
部
乙
屯
田
の
場
合
は
耕
地
番
号
と
住
居
番
号
は
一
致
し
て
お
ら
ず、
住
居

北

40
間

15丁目道路 31.25間
F

16
0 間
-

間

西
裏

通

東
裏

通 東

西

14丁目道路道
(上
川
道
路
)

125間 125間 125間 125間 125間 125間

南

江部乙屯田兵屋の模型

兵屋模型 (1)

兵屋模型 (2)
248

番
号
は
滝
川
北
兵
村
の
次
の
番
号
か
ら
追
番と
な
る
。
す
な
わ
ち
住
居
は
四
四

一
号
か
ら、
耕
地
は
七〇
九
番
地
か
ら
で
あ
る
。
南
地
区
に
当
た
る
当
初
の
第

二
大
隊
第
五
中
隊
は
四
四
一番
か
ら
六
四〇
番
を
国
道
の
両
側
を
南
か
ら
北
に

番
号
を
付
し
、
東
裏
通
り
に
移
り
北
か
ら
南
に
進
ん
で
次
は
東
九
丁
目
を
西
か

ら
東
方
へ、
続
い
て
東
十
丁
目
を
東
か
ら
西
に
向
か
い、
終
わ
っ
て
西
裏
通
り

の
南
から
北
へ、
そ
し
て
西
九
丁
目
の
東
か
ら
西
に
付
番
さ
れ
る
。

第
六
中
隊
の
北
兵
村
は
六
四
一
番
か
ら
同
様
な
付
番
と
な
り
、
西
十
五
丁
目

の
西
側
で
八
四
〇
番
と
な
っ
て
い
る
。

兵

屋

江
部乙
屯
田
兵
屋
は
滝
川
屯
田
兵
屋
と
多
少
異
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
、
と
い
う
の
は
建
坪
が
一
八
坪
に
な
っ
て
い
る
。

基
本
構
造
に
つ
い
て
は
琴
似
屯
田
に
変
わ
ら
な
い
が
便
所
の
位
置
が
飛
出
し

た
形
と
な
っ
て、
滝
川
屯
田
兵
屋
よ
り〇
・
五
坪
分
だ
け
広
く
な
っ
て
い
る
。

32
0間

-

31.25間



こ
の
形
態
に
つ
い
て
は
他
に
茶
志
内、
南
湧
別
な
ど
も
み
ら
れ、
機
能
的
に

多
少
異
な
る
が
一八
坪
の
兵
屋
の
あ
る
の
は
納
内、
高
志
内
、
北
湧
別、
秩

父
別、
士
別、
上
中
野
付
牛、

一已
な
ど
で
、
第
三
次
入
植
計
画
に
よ
る
江
部

乙
以
降
に
こ
れ
ら
の
構
造
が
み
ら
れ
る
。

桁
間
五
間、
梁
間三
間
半
の
一
七
坪
五
合
に
便
所
五
合
の
計
一
八
坪
の
建
坪

で、
造
り
は
平
屋
木
造、
柾
板
葺
屋
根、
間
取
り
は
滝
川
兵
屋
と
異
な
る
の
が

勝
手
で
土
間
と
な
り
、
板
の
間
か
ら
踏
板
が
流
し
ま
で
渡
さ
れ
て
い
る
。

畳
数
は
四
畳
半
(一
間
半の
押入付)

と
六
畳
の二
間
で
あ
り、
六
畳
板
間
に

炉
付
と
土
間
は
六
坪
と
裏
口
外
の
一坪
及
び
勝
手
一
坪
半
の
間
取
り
で
あ
る
。

連子窓←
半
間 代戸袋 腰板戸三枚 連子窓

腰障子三枚 流し
板戸二枚押

入

板
戸

四
畳
半 腰付障子二枚渡
り
板

障子
板棚

- 梁 間
3
間
半

板
間

土
間六

畳

障
子
四
枚 炉

障子 板戸

戸袋 板戸

V 5間、 →

江部乙屯田兵屋平面図

兵
屋
の
建
築
も
終
わ
り
諸
給
与
物
品
の
調
達
準
備
を
す
る
こ
と
に
な
る
が、

既
に
屯
田
兵
移
住
給
与
規
則
に
基
づ
き
官
給
品
を
調
え、
ま
た
屯
田
志
願
者
に

は
心
得
書
に
よ
る
周
知
さ
れ
て
い
る
と
お
り
準
備
が
な
さ
れ
た。

給
与
米
な
ど
は
入
札
に
よ
り
購
買
さ
れ
て
お
り
こ
れ
を
う
か
が
え
る
も
の
と

し
て
官
報
に
次
の
と
お
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
一
号

八
百
石

一
玄
米
三千
六
十
八石

第
三
号

一
玄
米
四
百
八
十
二
石
同
郡
旭
川
村
同

第
四
号

一玄米
第
五
号
四
百
七
十
四
石
同
郡永
山
村
字
当
麻同

一玄
米
二
百
八
十
石

空
知
郡
沼
貝
騎
兵
隊
官
庫
納

一
玄
米
二
百
二
十
石

同
郡
同
村
屯
田
砲
兵
隊
官
庫
納

一
玄
米
二
百四
十石

此
入
札
保
証
金
各
自
見
積
代
償
百
分
ノ
五
以
上

右
競
争
入
札
ニ
附
シ
購
買
ス
望
ノ
者
ハ
本
月
二
十
一
日
ョ
リ
執
務
時
間
中
当
部
ニ
就
キ
標
本

米
入
札
心
得
書
契
約
書
案
等
熟
覧
ノ
上
本
月
二
十
八
日
午
前
十
時
マ
テ
ニ満
二
箇
年
以
来
引

続
該
営
業
ニ
従
事
ス
ル
市
町
村
長
又
ハ
郡
区
戸
長
ノ
証
明
書
ヲ
添
へ入
札
保
証
金
ト
共
ニ入

札
書
差
出
ス
ヘ
シ
同
時
開
札
ス
此
契
約
ハ屯
田
兵
監
督
部
長
久
保
田
重
直
担
当
ス

屯
田
兵
監
督
部

明
治二
十
七
年
五
月十二

日

空
知
郡
滝
川
村
字
ュ
ー
ベ
オ
ッ

屯
田
兵
第
二
大
隊
官
庫
納

一
玄
米

第
二
号

上
川
郡
永
山
村
屯
田
歩
兵

第
三
大
隊
官
庫
納

板庇 連子窓

第
六
号

第
七
号

同
屯
田
工
兵
隊
官
庫
納

第
四
章
江
部
乙
屯
田
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第
三
節
江
部
乙
屯
田
兵
の
移
住

第
三
次
屯
田
入
植
計
画
の
第
三
年
次
に
当
た
る
明
治
二
十
七
年
の
召
募
決
定

が
あ
り、
こ
の
年
度
の
移
住
は
五〇
〇
戸
で
江
部
乙
屯
田
歩
兵
に
四
〇
〇
戸
と

沼
貝
(
美唄)

の
騎
兵
・
砲
兵
・
工
兵
に
一〇
〇
戸
の
移
住
が
行
わ
れ
た
。

移
住
者
は
指
示
に
よ
り
諸
準
備
を
終
り、
指
定
の
期
日
ま
で
に
定
ま
っ
た
港

に
集
合
し
て
待
機
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
県
を
去
る
に
当
た
っ
て
各
府

県
知
事
は
一
場
の
訓
戒
と
と
も
に
歓
送
の
辞
を
贈
り、
激
励
す
る
こ
と
が
行
わ

れ
た
ので
あ
る
。

先
祖
代
そ々
の
県
の
住
民
で
あ
っ
た
も
の
が
一
度
に
大
勢
し
て
去
っ
て、
帰

る
こ
と
の
な
い
別
れ
と
な
る
。
し
か
も
国
の
守
り
と
し
て
北
海
道
に
渡
り
開
拓

に
赴
く
の
で
あ
る
か
ら
県
と
し
て
も
ま
た
郡
町
村
と
し
て
も
懇
篤
な
歓
送
と
な

っ
た
。
去
る
者
も
送
る
者
も
無
限
の
感
情
が
胸
底
に
湧
き
出
る
の
は
当
然
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

こ
の
移
住
民
は
船
の
都
合
で三
回
に
分
け
て
渡
航
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

明
治二
十
七
年
四
月二
十
七
日
神戸
港
を
出
帆し
た
第
一
船
「日
の
出
丸
」

(注
一三
〇〇
ト
ンと
い
わ
れ
る)
か
ら
第
二
船
「
金
沢
丸
」
(注
五
〇
〇
ト
ン
と
い

わ
れ
る)、

第
三
船
「日
の
出
丸
」
の
五
月
十
六
日
に
小
樽
港
上
陸
ま
で
の
約
二

十
日
間
に
わ
た
る
渡
航
で
あ
る
。

第
一
船
日
の
出
丸
第
一
船
の
移
民
県
・
航
路
は
次
の
表
に示
す
と
お
り
で

「

大
阪
県

岡
山
県

乗
船
者
県

神
戸
港

集
船
地

派
出
員

酒
出
大
尉

三
浦
軍
医

鳥大愛
取分媛
県県 県

乗
船
者
県

境
港

門
司
港

乗
船
地

遠
藤
書
記

三
浦
軍
医

谷
曹
長

派
出
員

第
一
船
の
出
発
は
神
戸
港
から
で
四
月二
十
七
日
午
後
七
時三
十
五
分
に
愛

媛
県
の
今
治
港
に
向
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
に三
県
の
移
民
者
は
待
機
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
が、
遠
方
か
ら
の
者
は
そ
れ
ま
で
に二
、
三
日
を
要
し
て
い
る
。

に
到
着
し
た。
四
国
徳
島
県
か
ら
は二
十
五
日
に
徳
島
古
川
港
に
参
集
し
て
一

泊
、
翌
四
月二
十
六
日
午
前三
時
に
起
床
し
て
早
暁
乗
船
の
予
定
が
潮
流
急
で

着
港
で
き
な
い
た
め
用
船
那
賀
丸
を
徳
島
に
入
港
さ
せ、
移
住
者
を
徳
島
に
移

し
て
乗
船
さ
せ
た
。
そ
の
後
津
田
港
に
寄
り
神
戸
港
に
は
二
十
七
日
十
時
に
着

い
た。
三
県
移
住
者
が
日
の
出
丸
に
乗
船
入
帆
で
き
た
の
は
午
後
七
時三
十
五

分
に
な
っ
た
。

大
阪
府
民
は
四
月
二
十
六
日
午
後三
時
に、
岡
山
県
民
は
同
四
時
に
神
戸
港

次
の
寄
港
地
は
愛
媛
県
今
治
港
で
こ
こ
で
は
移
住
事
務
所
が
設
け
ら
れ
て
お

り
、
四
月二
十
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
に
諸
給
与
を
終
ら
せ
二
十
六
日
に
は

今
治
港
に
全
員
集
合
し
て
い
た
。

同
月
二
十
八
日
午
前
八
時
三
十
分
今
治
港
沖
半
海
里
(注

一海
里
一、
八
五
三

メー
ト
ル)
に
着
い
た
日
の
出
丸
に
艀
で
乗
船、
愛
媛
県
移
民
は
県
か
ら
手
拭
・

木
綿
反
物
を
贈
ら
れ
た
と
い
う
。
午
後
三
時
出
港
し
て
次
の
寄
港
地門
司
に
向

か
っ
た
。

門
司
港
に
は
二
十
九
日
午
前
四
時
三
十
分
着
港、
大
分
県
移
住
民
を
乗
せ
て

午
前
十
時
に
出
帆
し
て
次
の
鳥
取
県
境
港
に
向
か
っ
た
。

境
港
で
は
一
海
里
沖
に三
十
日
午
前
五
時
五
十
分
に
投
錨
し
た。
鳥
取
県
は

水
害
の
多
い
土
地
で
道
路
整
備
が
悪
く、
移
住
民
は
荷
物
を
加
露・
橋
津・赤

崎
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あ
る
。

徳
島
県

鈴
木
書
記

今
治
港



の三
ヵ
所
か
ら
船
で
回
送
し
て
も
ら
い、
移
住
民
は
郡
書
記
の
引
率
で
歩
き
二

十
八
日
午
後
に
境
港
に
着
き、
二
十
九
日
に
は
八
幡
神
社
境
内
で
県
知
事
代
理

の
口
演、
激
励
を
受
け
た。
三
十
日
正
午
か
ら
点
呼
を
開
始
し
艀
八
艘
で
乗
船

午
後
二
時
三
十
分
出
港
し
た
。

こ
の
第
一
船
の
江
部
乙
屯
田
関
係
に
は
岡
山
六
戸、
大
阪
・
愛
知
六
戸、
愛

媛
三
一
戸、
徳
島
二
五
戸、
大
分
七
戸
と
島
取
五
六
戸
の
各
府
県
屯
田
家
族
計

一三
一
戸
を
乗
せ
日
本
海
を
北
上
し
て
小
樽
へ
と
航
行
し
た
。

無
事
小
樽
に入
港
し
た
の
は
五
月
三
日
午
後
一
時
で
四
時
ま
で
に
上
陸
を
終

り、
そ
の
日
は
小
樽
に
泊
っ
た
。

第
一
船
移
住
屯
田
兵
の
県
別
氏
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
五
中
隊
に
配
属
さ
れ
た
者
合
計
五
十
三
名

鳥
取
県
二
十二
名

安
藤
亀
蔵
久
蔵

宮
脇

岡
村
慶
次
郎茂

松
原
和
蔵
道
蔵
虎
蔵

田
原

岡
本
亀
次
郎

寺
岡
幸
吉

徳
島
県

木
下
由
也

北
森
元
三
郎

津
川
栄
一

臼
杵
喜
一
郎

城
畑
京
太
郎

宮
内
林
太
郎

愛
媛県

七
名河
村弁
太
郎

石
川
近
次

明
地
藤三
郎

梶
本
善
蔵

小
井
手
亀
蔵

中
野
常
蔵

小
島
吉
太
郎

地
原
松之
助

伊
藤
沢
蔵

東
地
千
蔵

次
原
麻
一

小
島
市
太
郎

三
笠
総
八

殿
川
与
三
松

高
橋
久
我
次

大
下
松
吉

大
分
県
三
名

第
四
章
江
部乙
屯
田

生
野
貞
一

大
塚
喜
太
郎

房
前
佐
助

村
上
勘
左
衛
門

田
所
宗
治

長
野
百
蔵

鈴
木
伊三
郎

村
上
林
左
衛門

長
野
岩
太
郎

小
野
田
久
吉

大
分
県
四
名藤
沢
静
雄

岩
本
為
蔵

原
田
馬
吉

大
久
保
久
太
郎

長
瀬
富
次
郎
(応
募
は
大
阪
府
に
寄
留
し
て
お
り
記
録
に
は
大
阪
府)

第
六
中
隊
に
配
属
さ
れ
た
者
合
計
七
十
八
名

島
取
県
三
十
四
名

吉
田
亀
吉

上島
周
吉

小
林
春
彦

林
正
一

小
井
手
熊
蔵
森 加
藤
峻
蔵

嘉
蔵

古
井
政
蔵

岩
本

高
田
林
蔵

杉
本
菊
蔵

延
蔵
亀
蔵

家
納

三
好
直
作

松
田
松
蔵

丸
岡
繁
太
郎

榎
本
友
吉

月
原
杢
右
衛
門

星
川

中
村
俊
正

長
野
市
太
郎

半
助

兵
吉

浮
穴
鶴
造

石
川
岩
太
郎

河
村
越
智
吉
次

越
智
嘉
平
太

安
東
小
一

大
阪
府
一名

大谷
平
太
郎

森
定
荒
吉

岡
山
県
二
名石
本
市
蔵

磯
江
千
代
蔵

松
井
仙
治

岡
本
岩
蔵

中西
長
蔵

石
井
長
太
郎

浅
田
亀
吉
綱
吉

前田松田
角
蔵

田
村
柳
蔵

徳
島
県

村
上
米
蔵

斎
木
延
治

八
名埴
淵
平
八

浜
幾
太
郎

松
田
儀
一

長
井
慶
重

愛
媛
県
二
十
四
名

森
実
静
一
郎

石
川
栄
太
郎
辨
吉

星川

島
津
勇
次
郎

岡
山
県
四
名
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竹内
兼
吉

吉
本
茂
五
蔵

宮
川
善
助

中
尾
半
蔵

山
脇与
四
吉

長
江
政
蔵

木
村
常
吉

吉
田
友
太
郎

平
山
丈
太
郎

平
尾
伊
蔵

長
田
長
蔵

前
田
亀
吉

矢
部
山
本

十
七
名

操
上

安
達
粂
蔵

又
市

浅
井
安
蔵

大
橋
政
蔵

藤
原
信
吉

石
井
寅
蔵

浅
田
栄
蔵

前
田
又
三
郎

森
田
亀
太
郎

矢
部
重
太
郎

村
上
喜
忽
治

東
倉
亥
之
助

鈴
木
丹
治

鈴
木
武三
郎

林
峰
太
郎

越
智
喜
代
治

武
久
惣
次
郎

愛
知
県
一名



第
四
編
屯
田
兵
制

横
林
吟
蔵

芦
田
末三
郎

松
本
久
太
郎

佐
木々
乙
次
郎

愛
知
県
四
名
(大
阪
府
寄
留
と
し
て
応
募
し
た
た
め
記
録
は
大
阪
府)

長
谷
川
竹
蔵

林
竹
次
郎

第
二
船
金
沢
丸
第
二
船
は
金
沢
丸
で
そ
の
移
民
県
・
航
路
な
ど
は
次
の
表

に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

乗
船
者
県

茨
城
県
「
京
の
予
定
)

((当
初
は
東

一横
浜
港

乗
船
地

竹
内
軍
曹

加
藤
軍
曹

派
出
員

石
川
県

福
井
県
二
坂
井
港

和
歌
山
県

乗
船
者
県

港
) (現
三
国

神
戸
港

渡
辺
軍
曹

乗
船
地

派
出
員

南
波
軍
曹

千
葉
県
と
茨
城
県
の
屯
田
家
族
と
歩
兵
第
十
九
連
隊
か
ら
の
移
住
下
士
一名

を
、
当
初
は
東
京
港
か
ら
出
港
す
る
予
定
で
品
川
に
五
月
一
日
ま
で
に
集
合
さ

せ
た
が
変
更
し
て、
横
浜
港
か
ら
五
月
二
日
午
後三
時三
十
分
に
神
戸
港
に
向

け
て
出
帆
し
た
。

神
戸
港
で
は
さ
き
に
大
阪
・
岡
山
・
徳
島
の
府
県
が
出
発
し
て
お
り
、
二
船

目
は
高
知
・
和
歌
山
県
の
移
住
民
で
あ
る
。
高
知
県
民
は
五
月
一
日
午
後三
時

浦
戸
港
か
ら
土
州
丸
で
一
部
を
乗
せ、
次
に
同
五
時
二
十
分
須
崎
港
に
寄
り、

五
月二
日
午
後二
時二
十
分
に
神
戸
に
着
い
た
。
和
歌
山
県
で
は
青
岸
港
に
集

ま
り
三
日
八
時
に
出
て
午
後
二
時
に
神
戸
に
着
い
て、
各
待々
機
し
て
い
た
。

四
日
の
早
朝
に入
港
予
定
の
金
沢
丸
は
夜
来
の
大
雨
の
た
め
遅
れ、
午
後
三

時
に
入
港
、
出
帆
は
夜
の
十
二
時
に
な
り
福
井
の
坂
井
港
に
向
か
っ
た
。

坂
井
港
に
は
五
月
八
日
午
前
一
時
に
入
港、
待
機
し
て
い
た
石
川
県
・
福
井

県
の
移
民
九
〇
〇
人
は
午
前
八
時
か
ら
乗
船、
十
一
時
に
入
帆
し
て
小
樽
港
に

向
け
北
上
し
た
。

こ
の
第
二
船
の
江
部
乙
屯
田
関
係
に
は
福
井二
八
戸、
石
川
四
四
戸、
和
歌

山
三
八
戸
、
高
知
一
九
戸、
千
葉二
戸、
茨
城
五
戸、
富
山
一
六
戸
の
屯
田
家

族
計
一
五二
戸
を
乗
せ
て
来
道
し
て
い
る
。

無
事
小
樽
港
に
入
港
し
た
の
は
五
月
十
一
日
午
前
五
時
で
七
時
に
上
陸
し
て

い
る
。
こ
の
第
二
船
の
様
子
に
つ
い
て
江
部
乙
屯
田
家
族
と
し
て
来
住
し
た

「吉
沢
甚
右
衛
門
の
書
簡
」
に
よ
り
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

明
治
二
十
七
年
五
月
十
一
日
午
後
四
時
北
海
道
小
樽
港
色
内
町
十
五
号
ノ
内
新
潟
屋
本
名

本
間
キ
ン
方
吉
沢
甚
右
衛
門

石
川
県
能
美
郡
吉
原
村
字
下
吉
谷
吉
沢
甚
次
郎
様
急
報

拝
啓
去
る
八
日
午
前
十
時
に
汽
船
金
沢
丸
に
乗
り、
同
十
一
時
五
十
分
に
抜
錨
致
し
ま
し

た
。
こ
の
船
は
五
〇
〇
ト
ン
と
言
う
か
ら
和
船
に
比べ
る
と
大
き
い
方
で
、
船
の
中
は
甚
だ

静
で
す
が
、
も
と
も
と
屯
田
兵
だ
け
に
用
い
る
も
の
で、
客
室
の二
段
造
り
を
四
段
に
こ
し

ら
え、
二
千
人
ば
か
り
の
人
数
と
荷
物
を
つ
め
込
ん
だ
た
め、
か
ら
だ
は
か
が
め
た
ま
ま
で

腰
を
の
ば
す
こ
と
も
で
き
ず、
日
中
で
も
灯
り
を
と
も
し
て
物
を
探
す
有
様
で
し
た。

殊
は
不
仕
合
せ
にも
下
段
左
下
の
隅
に
場
所
が
当
り、
さ
な
が
ら
別
世
界
に
でも
入
った

心
地が
致
し
ま
し
た。
余
り
悪
い
場
所
で
あ
る
た
め
か
た
わ
ら
に
ほ
ん
の
少
し
の
空
き
が
あ

り
、
そ
の
お
蔭
で
幾
分
か
呼
吸
を
助
け
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た。
妻
は
八
日
乗
船
の
時、

皆
と
い
っ
し
ょ
に
昼
食
はし
ま
し
た
が、
夕
食
から
十
日
の
昼
食
ま
で
絶
食、
そ
の
他
の
者

は
少
宛々
は
食
事
を
摂
り、
十
一日
の
朝
に
は
ほ
と
ん
ど
回
復
し、
同
日
午
前
五
時
・
無
事

に
小
樽
港
に
着
き、
七
時
に
上
陸
致
し
ま
し
た。
(中
略)

小
樽
の
街
は
焼
跡
に
建
っ
た
金
沢
町
の
建
振り
で
す。
詳
細
は
後
から
お
知ら
せ
申
し
ま

す
。
今
日
は
午
前
九
時三
十
分
朝
飯、午

後三
時
十
分
昼
食、
明
日
の
朝
飯
は
持
弁
当
と
し
て

午
前三
時
に
汽
車
に
乗
り
直
ち
に
滝
川
村
へ着
く
筈
で、
上
陸
の
際
く
じ
と
り
を
致
し
ま
し

た
所、
私
は
四
百
五
十
七
番
に
当
り
ま
し
た。
こ
の
位
の
余
裕
は
あ
り
ま
し
て
も
、
疲
れ
た

の
と
其
の
他
万
端
の
用
事
の
た
め
詳
細
は
書
き
か
ね
ま
す
。

ど
お
ぞ
御
から
だ
御
保
養
下
さ
い。
五
月
十
一日
午
後
四
時三
九
分

(注
吉
沢
甚
右
衛門
は
石
川
県
能
美
郡
吉
原
村
字
下
吉
谷
の
人
、
異
父
弟
甚
之
助
(二
〇

歳
)
を
戸
主
と
し
て
屯
田
志
願
さ
せ、
本
人三
九
歳
で
家
族
四人
と
甚
之
助
の
弟
を
含
め
七

人
家
族
と
し
て
来
住、
故
郷と
の
通
信
は
詳
細
に
当
時
の
模
様
を
伝
え
て
い
る。)
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岩
佐
駒
蔵

千
葉
県

高
知
県

神
戸
港

高
谷
千
代
太



第
二
船
移
住
屯
田
兵
の
県
別
氏
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
谷
安
吉

第
四
章
江
部乙
屯
田

大
原
久
太
郎

近
藤

吉
野
豊
一鯱 茨
城
県

千
葉県

一
名

一
名

(右
の
う
ち
武
田
信
孝
は
転
嫁
下
士
と
し
て
志
願
し
屯
田
兵
採
用
)

竹
崎
柳
馬

谷森
田
丑
太
郎

矢
野
虎
吉

野
並
長
次
郎

武
田
信
孝

西
村
鹿
次

大
崎
鶴
吉

寿
美
沢
次郎

中
瀬
昌
孝

和
田
与
助

前
田

立
石
安
右
衛門

堀
森
之
助

松
本
秀
七

清
水
庄
八

中
村
為
吉

山
本
源
之
助

水
上
養
太
郎

吉
田
初三
郎

本
所
久
太郎

木
下
由
松

東
藤
庄
次
郎

多
田
力
蔵

平
沢
末
松

村
井
八
百
吉

上
山
弥三
郎

岩
崎
初
吉

白
新
田
恒
太
郎
沢

仁市
木
下
藤
助

替
地
浅吉

第
五
中
隊に
配
属
さ
れ
た者

合
計
七十二

名

江
幡
栄
次
郎

紙
谷
佳
成

武
田
九
郎三
郎

助
川
捨
松

星
野
養
太
郎

大
崎
国
太
郎

依
岡
重
太
郎

須
合
銀
五
郎

山
本
利
平
次

玉
置
藤
吉

溝
端
岩
楠

広
田
盛
之
助

和
歌
山
県
十
四
名

森
本
市
太
郎

上
村
菊
五
郎

玉置
栄
吉

本
谷
万
太
郎

稗
田
吾
市

浜中
小
森
佐
平
吉
松

川
上
市
太
郎

鈴
木

中
野
又
次
郎

千
田
仁
太
郎

吉
田
与
三
松

長
田
権
次
郎

谷
口
久
松

北
山
伝
八

徳
田
与
三
郎

羽
柴
初三
郎

山
本
専
多

山
崎
金
六
郎

伊
藤
与
作

吉
田
元
吉

亀
井
勇
松

山
口
秀
松 福
井
県
十
五
名

辻
井
興
蔵

寺
本 内
田

末
吉

島
田
与
三
松

氷
坂
嘉
蔵

大
道
寅
松

増
氷
春
吉

森下
弥
平

高
見
栄
吉

西
田
栄
次
郎

大
原
幸
次
郎

黒
田
嘉
藤
次
郎
石
川
金
次
郎

虎
谷
竹
次
郎

寺
崎
竹
次
郎 1 茨
城
県

四
名

小
橋
徳
之
助

一
名

(右
の
う
ち
依
岡
重
太
郎
は
転
嫁
下
士
と
し
て
屯
田
兵
志
願)

一

高
知
県
七
名

本
山
鹿
太
郎

淡
中
喜
太
次

川
村
権
吉

浜
田

岩
戸
斧
吉

正
僖

野町
竹
村
二一
一

一
郎

堤 坂
井
竹
蔵

森
下
佐
五
郎

安
宅

数
坂
広
吉

東
万
六

池
下
千
松

山
本
政
吉
榎
本
金
蔵

和
歌
山
県
二
十
四
名

楠
本
友
吉

坂
口
興
三

北
本
為
一

今
井
由
太
郎

山
越
源三
郎

大
川
与
三
吉

太
田
作
松

林
石
川
県
十
九
名新
助

加
藤
五
郎

大
村
初三
郎

大
西
駒
太
郎

野
尻
京
松

市
松

福
井
県
十
三
名

富
山
県
二
名
(石
川
県
に
寄
留
し
て
応
募
し
た)

北
村

本
元
竹
次
郎

富
山
県
十
四
名
(石
川
県
に
寄
留
し
て
応
募
し
た
)

大
崎
恒
吉

野
上
午
吉

窪
田
吉
松

中
島
長
太
郎

安
村
与
三
郎

田中
栄
松

千
徳
与
三
松

佐
木々
徳
松 石
川
県
二
十
五
名

高
井
忠
太
郎

木
下
鉄
五
郎

布
川
松
野

中
林
栄
吉

豊

第
六
中
隊
に
配
属
さ
れ
た
者
合
計
八
十
名

覚
元
久
松

仁
河
崎
辰
次
郎

上
坂
恒
吉
(右
のう
ち
山
崎
金
六
郎
は
転
嫁
下
士
と
し
て
屯
田
志
願)

田
中
茂
昭

田
野
円
次
郎

義
衛

新
吉

岡
田

上
村
兵
助

玉
田
秋
吉

笠
松
貞
之
助

薫

高
知
県
十
二
名

高
橋
藤
太
郎

藤
吉

池
田
弥
寿
馬

吉
沢
甚
之
助

中
田
弥三
次
郎

山
城
浅
吉

長
永
権
太
郎

福
永
伝
兵
衛

中
沢
熊
太
郎

加
藤

山
根
喜
助

中
島
辰
五
郎

本
吉
与
平千
葉
県
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第
四
編
屯
田
兵
制

河
上
金
次
郎

川
岸
久
左
衛
門

第
三
船
日
の
出
丸
第
一
船
で
移
民
を
送
り、
直
ち
に
第三
船
と
し
て
廻
航

こ
の
第
三
船
を
も
っ
て
江
部
乙
屯
田
四
〇
〇
戸
の
来
道
渡
航
が
無
事
終
了
し

た
の
で
あ
る
。

乗
船
者
県

乗
船
地

橋口
軍
曹

三
浦
軍
医

遠
藤
書
記

大
島
大
尉

宮
城
県

岩
手
県

青
森
港

乗
船
地

加
藤
軍
曹

島
根
県

熊
本
県

福
岡
県

浜
田
港

|
博
多
港

福
岡
・
熊
本
両
県
移
民
を
乗
せ
る
た
め
日
の
出
丸
は
五
月
九
日
午
前
七
時
に

博
多
港
沖三
海
里
に
投
錨
し
た
。
既
に
七
日
博
多
鰯
町
に
移
住
事
務
所
が
開
設

さ
れ
て
お
り
、
両
県
属
・
書
記
に
よ
り
移
住
民
を
引
率
し
て
博
多
に
着
き
待
機

し
て
い
た。
出
港
予
定
を
十
日
と
定
め
て
あ
り、
八
時
ま
で
に
荷
積
み、
そ
の

後
に
人
員
調
査
が
あ
っ
て
乗
船し
て午
後
六
時
に
出
帆、
島
根
県
浜
田
港
に
向

っ
た
。

浜
田
港
に
は
十
一
日
午
前
十
一
時
三
十
分
に
入
港
、
た
だ
ち
に
島
根
県
移
民

を
乗
せ
午
後
四
時
に
出
帆
し
て
最
後
の
寄
港
地
青
森
港
に
向
か
っ
た
。

青
森
港
か
ら
は
宮
城
県
・
岩
手
県
移
民
が
乗
船
す
る
た
め
五
月
十
三
日
午
後

に
到
着
し
て
い
た
。
当
初
は
十
五
日
午
前
十
時
の
出
港
で
あ
っ
た
が、
配
船
が

早
く
な
っ
た
の
で、
に
わ
か
に
十
四
日
午
後
に
変
更
し
て
五
時二
十
分
に
出
港

と
な
り
小
樽
に
向
か
った。

こ
の
第
三
船
の
江
部
乙
屯
田
関
係
者
は
福
岡
六
二
戸
、
熊
本
九
戸、
佐
賀
五

戸、
鹿
児
島
一
戸、
島
根三
一
戸、
宮
城
一
戸、
岩
手
八
戸
計
一
一七
戸
の
屯

田
家
族
を
乗
せ
て
来
道
し
て
い
る
。

無
事
小
樽
に
着
い
た
の
は
五
月
十
五
日
午
後
八
時
で
、
入
港
時
間
が
遅
く
暗

熊
本
県
七
名

い
た
め
に
翌
十
六
日
朝
四
時
から
上
陸
し
て
い
る
。

第
五
中
隊
に
配
属
さ
れ
た
者
合
計
七
十
五
名

寺
崎和三

郎
大
久
保
小
太
郎

渡
辺
弥
曽
蔵

古
賀
吉
次
郎

中
村
芳
松

奥
平
剛
三

吉
良
義
人

浅
井
次
郎
七

角
田
熊
吉

緒
方
興三
郎

平
田
音
吉

福
住
関
次
郎

福
井
吉弥

平
塚
進
蔵

壮
崎
愛
次
郎

緒
方
貞
次

中
村
寅
蔵

遠
藤
井
上
松
次
郎

高
崎
茂
一
郎

石
田
源
一
郎

湯
沢
友
吉

串
崎
梅
一

山
本
熊
一

田
上
伊
太
郎

佐
賀
県
三
名
(熊
本
県
に寄
留し
て
応
募)

(右
の
う
ち
山
口
武
一
は
転
嫁下
士
と
し
て
屯
田
兵
志
願
採
用
)

山
口
武
一

陣
副
勝
一

江
口
弥
和
太
郎

中
村

高
木
源
兵
衛 清

藤
村
福
松

鹿
児
島
県

一名
(熊
本
県
に
寄
留
し
て
屯
田
兵
応
募
)

橋
口
年
松
(転
嫁
下
士
と
し
て
屯
田
兵
志
願
採
用)

羽
野
棟
次
郎

津
留
崎
平
太
郎

原
中
倉
吉

中
野
敬
作

山
口
彦
八

鬼
頭
健
治

奥
本
実
蔵
島
吉

進
藤

黒
田
策
一

中
川
原
伍
平

佐
原々
一
夫

石
橋
伊
勢
吉

三
沢
大
屋
四
郎
兵
衛

三
沢
貫
之
助

渡
辺
熊
太
郎

大
段
種
市

小
川
邦
市

中
西
又
五
郎

中
島
伊
吉

島
根
県
十
六
名

船
津
源
太
郎

赤
松
松
一

川
部
利
作

岩
手
県
六
名

川
村
次
楼

鎌
田
藤
吉

菅
梅
五
郎

福
岡
県
四
十
二
名

元
村
勝
蔵

江
上
国
太
郎

岡
藤
藤
次
郎

藤
田
利
一

篠
原
富
次
郎

平
野
笹
市

清 清
一
木
百
太
郎

井
上
亀
太
郎

翼

本
壮
幹
一

松
尾
音三
郎
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派
出
員

し
た
日
の
出
丸
の
移
民
搬
送
経
過
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

派
出
員

乗
船
者
県



西
田
松
太
郎

中
山
仙
太
郎

安
田

一男
香
山
輝
夫

岩
橋
浅
次

平
田
李
太
郎

第
六
中
隊
に
配
属
さ
れ
た
者
合
計
四
十
二
名

福
岡
県
二
十
名

渋
田
良
二

田
中
喜
代
助

大
隈
初
太
郎

井
上
新
太
郎

村
井
弥
門

横
田
定
太
郎

田
中
金
太
郎

垣
本
太
郎

平
野
桑
太
郎

大
久
保
岩
吉

小
田
久
太
郎

佐
藤
啓之
丞

山
崎
房
一

舟
津
金
一

古
川
孝
弼

山
崎
作
太
郎岩
手
県
二
名

菊
地
石
太
郎

古
枝
鉄
弥

宮
城
県
一
名

川
村
儀
蔵熊
本
県

二
名

佐
藤
熊
太

佐
賀
県
二
名
(
熊
本
県
に
寄
留
し
て
応
募)

江
口
団
四
郎
(江
口
は
転
嫁
下
士
と
し
て
屯
田
志
願)

以
上
の
屯
田
兵
移
住
に
よ
り
第
五
中
隊二
〇
〇
名、
第
六
中
隊
二
〇
〇
名
と

な
り
計
四
〇
〇
名
と
そ
の
家
族
を
含
め
一、
七
八
八
名
が
移
住
し
た
。
た
だ

し、
こ
の
ほ
か
に
将
校
下
士
が
おり
、
こ
れ
を
も
っ
て
兵
村
が
設
置
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

移
住
民
の
航
海
中
は
そ
の
待
遇
に
充
分
意
を
用
い、
一日
一
回
は
必
ず
茶
菓

子
を
出
し
、
客
室
に
は
常
に
事
務
員
及
び
小
使
な
ど
を
配
置
し
て
不
時
の
出
来

事
あ
る
い
は
用
事
を
達
す
る
よ
う
に
便
宜
を
は
か
り、
甲
板
上
に
は
保
護
監
督

者
を
置
く
な
ど
用
意
周
到
な
処
置
を
と
っ
て
老
人
や
小
児
を
い
た
わ
り
、
又
は

毎
日
風
呂
を
立
て
て入
浴
さ
せ
る
な
ど
で
あ
っ
た。

さ
ら
に
各
府
県
で
は
ほ
と
ん
ど
引
率
者
に
県
属
を
つ
け
る
な
ど
の
配
意
が
な

さ
れ、
平
穏
無
事
に
航
行
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

各
船
と
も
に
病
気
に
か
か
る
者
は
な
く
、
た
だ
第
一
船
に
関
節
リ
ウ
マ
チ
ス

を
病
める
者
が
一
名
あ
り、
第三
船
に
乗
船
後
間
も
な
く
島
根
県
移
民
者
の
中

に
出
産
者
一
名
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
。

江
部
乙
屯
田
の上
陸
・
兵
村
到
着

江
部
乙
屯
田
兵
と
そ
の
家
族
の
移
住
は
三
船
に
よ
っ
て
順
次
小
樽
港
に
着
き

上
陸
し
、
手
宮
駅
か
ら
汽
車
で
空
知
太
駅
に
降
り
歩
い
て
滝
川
村
番
外
地
・
滝

川
屯
田
兵
村
を
通
り
江
部
乙
兵
村
に
入
っ
た
。

第
一
船
日
の
出
丸
が
入
港
し
た
五
月
三
日
は
朝
か
ら
強
風
で
波
が
荒
か
っ
た

が
大
型
艀
舟
四
隻
を
使
っ
て
無
事
上
陸

を
完
了
し
た
の
が
午
後
四
時
で
あ
る
。

上
陸
者
は
各
兵
科
に
分
か
れ
て
兵
屋

番
号
を
抽
せ
ん
し
て
宿
舎
に
分
宿
し
た

が、
上
陸
に
際
し
て
地
元
小
樽
の
警
察

官
七
・
八
名
が
埠
頭
に
出
て、
移
住
者

中
の
老
・
幼
・
病
人
な
ど
の
保
護
に
当

た
っ
て
く
れ
た
。
ま
た、
荷
物
は
荷
揚

げ
人
夫
に
よ
り
移
住
民
の
上
陸
後
に
引

き
続
い
て
陸
揚
げ
を
開
始
し
た
が、
途

中
で
近
く
の
手
宮
裏
町
に
火
災
が
発
生

第
四
章
江
部
乙
屯
田

森
松
丈
太
郎

前
田
惣
七
郎

樋
口
虎
吉

実
藤
磯
五
郎

海
田
梅
太
郎

後
藤
震
児

江
口
幸
太
郎

梅
野
種
吉

宮
脇
長
吉

豊
丹
生
真
太
郎

青
木
増
野
愛
人
三
吉

三
好
庄
太

早
弓
菊
一
郎

今
田
甚
四
郎

右
田
紋
市

島
根
県
十
五
名

田
中
波
一

本
山
円
四
郎

平
野
熊
市

吉
岡
竹
市

福
島

米
吉

松
尾
嘉
八

江部乙兵村

255



第
四
編
屯
田
兵
制

し
て
一
時
中
止
さ
れ、
翌
四
日
早
朝
再
開
し
て
午
前
六
時
に
荷
揚
げ
が
完
了
し

た
。
そ
の
日
は
小
樽
滞
在
と
な
っ
て
い
る
。

小
樽
から
の
出
発
は
五
日
午
前
四
時
五
十
分、
手
宮
駅
から
一台
車
に
五
〇

名
近
い
移
民
を
乗
せ
た
汽
車
で
北
上
す
る
こ
と
に
な
る
が、
当
日
は
あ
い
に
く

雨
と
な
り
無
蓋
車
の
た
め
傘
を
さ
し
て
乗
車
・
岩
見
沢
に
着
き
覆
を
か
け
、二
組

に
分
か
れ
て
搬
送
さ
れ
午
後
零
時
三
十
分
と
一
時
五
分
に
空
知
太
に
着
い
た
。

空
知
太
駅
は
二
十
五
年二
月
に
開
駅
さ
れ
た
の
で、
滝
川
屯
田
移
住
民
が
市

来
知
か
ら
滝
川
兵
村
ま
で
歩
い
た
事
に
比
べ
、
は
る
か
に
早
く
楽
に
到
着
し
た

も
の
で
あ
る
。

空
知
太
に
着
く
こ
ろ
に
は
空
も
晴
れ
渡
り
大
隊
本
部
か
ら
副
官
や
下
士
数
名

と
そ
れ
に
村戸
長
代
理
・
駐
在
巡
査
な
ど
の
出
迎
え
を
受
け、
村
内
の
家
に々

は
国
旗
を
掲
げ
・路
傍
に
は
渇
を
い
や
し
労
を
慰
め
る
冷
茶
や
水
も
用
意
し

て、
入
地
を
祝
福
し
て
丁
重
な
歓
迎
の
意
が示
さ
れ
て
い
た
。

移
住
民
は
下
士
官
の
引
率
に
よ
り
四
組
に
分
か
れ
た
江
部
乙
兵
村
に
向
か
っ

た
。
兵
村
入
口
に
は
将
校、
下
士
に
滝
川
兵
村
か
ら
代
表
し
た
古
参
兵
が
新
屯

田
兵
誘
導
兵
と
し
て
出
迎
え
て
お
り、
人
員
表
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
担
当
区
分

を
行
い、
入
屋
前
の
手
続
き
や
人
員
の
照
合、
取
調べ
・
入
屋
後
に
お
け
る
必

要
な
訓
示
を
し
て
各
班
長
に
引
渡
さ
れ
た
。

班
長
は
誘
導
兵
を
指
示
し
て
各
を々
入
屋
さ
せ
た
後、
諸
器
具
及
び
食
事
の

分
配
所
に案
内
し
、
器
具
・
夜
具
及
び
食
事
の
分
配
な
ど
が
あ
っ
て
こ
の
日
の

諸
用
務
完
了
は
午
後
九
時
で
あ
っ
た
と
い
う
。

移
住
屯
田
家
族
に
対
す
る
給
与
品
は
規
則
に
定
め
ら
れ、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
滝
川
屯
田
と
同
様
で
大
差
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
給
与
品
の
分
配
に
あ
た

っ
て
は
軍
吏
の
指
導
監
督
に
よ
り
給
与
分
配
所
は
各
中
隊
と
も
事
業
場
を
あ
て

食
事
支
給
は
学
校
敷
地
に
設
け
ら
れ
た
炊
事
場
で
行
わ
れ
た
ので
あ
る
。

班
長
は
食
事
伝
票
を
調
製
し
て
各
員
に
交
付
し
て
お
き、
食
事
分
配
時
ま
で

に
班
長
が
監
視
と
分
配
の
た
め
到
着
し
て
お
り、
屯
田
兵
が
各
自
容
器
を
持
参

し
て
食
事
分
配
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

第
二
船
金
沢
丸
は
五
月
十
一
日
小
樽
着
・
翌
十
二
日
午
前
四
時
五
十
分
手
宮

発
の
台
車
二
一
両
連
結
の
汽
車
で
空
知
太
に
向
か
っ
た。
当
時
の
汽
缶
車
は
力

が
弱
く
厚
別
附
近
で二
回
に
分
け
野
幌
に
着
い
た
が、
そ
の
後
は
順
調
で
第
一

船
時
よ
り
早
い
午
前
十
一
時
十
五
分
に
空
知
太
に
到
着
し
て
い
る
。

出
迎
え
や
滝
川
村
内
の
歓
迎
は
第
一
船
同
様
で、
諸
用
務
終了
は
午
後
八
時

ご
ろ
で
あ
っ
た
。

第
三
船
は
五
月
十
五
日
小
樽
入
港、
十
六
日
午
前
六
時三
十
分
上
陸
終
了
で

小
樽
出
発
は
十
七
日
午
前
四
時
五
十
分
発
の
台
車
一
六
台
連
結
で
第二
船
と
ほ

ぼ
同
様
の
到
着
内
容
で
あ
る
。

移
住
民
の
兵
村
到
着
後
の
指
示
及
び
訓
話
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

2
患
者
受
診
の
こ
と

雑
草
及
び
菌
類
を
食
わ
な
い
こ
と

34
火
気
注
意
の
こ
と

所
属
部
隊
の
名
称
及
び
給
与
班
別
の
こ
と

567
所
属
武
官
の
階
級
の
こ
と

兵
員
及
び
家
族
の
敬
礼
の
こ
と

野
火
予
防
注
意
の
こ
と

00

宅
地
風
致
を
維
持
す
る
樹
木
を
伐
採し
な
い
こ
と

給
与
地
内
白
楊
及
び
桑
樹
は
貴
重
な
植
物
に
付
伐
採し
な
いこ
と

日
用
品
買
入
れ
の
注
意
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注
意



20 19 18 1716 1514 1312苗
木
及び
種
物に
就いて

の
注意

農
家
経
済
の
概
要

本
道
風
俗
の
概
要

金
銭
の
貸
借
を
当
分
禁
止
す
る
こ
と

学
校
及
び
墓
地
の
位
置
の
こ
と

下
水
槽
並に
風
呂
場
に
関
す
る
注
意

伐
木法
及び
開
墾
の
順序
作
付等
に
関す
る
概
略の
注
意

各
自
の
決
心
に
つ
い
て
の
こ
と

家
族
の
心
得
等
の
こ
と

移
住
者
の
疾
病
状
況
「
移
住
当
時
に
お
け
る
移
住
者
の
疾
病
に
関
す
る
統
計

神 外 間 炎 眼 呼 消

系
経 吸 化

器 器
歇 症

病 傷 熱 病 病 病 病

屯
田
移
住
者
談
話

木
下
シ
ノ
(屯
田兵
妻
女)
談
国
は
石
川
県
で
す
。
石
川
か
ら
大
分
来
ま
し

た
。
小
樽
か
ら
空
知
太
ま
で
台
車
に
テ
ン
ト
張
っ
て
そ
れ
に
乗
せ
ら
れ
て、
四

丁
目
の
大
隊
の
と
こ
ろ
で
昼
食
し
て
、
何
で
も
こ
こ
に二
時
ご
ろ
着
き
ま
し
た

と
か、
今
の
役
場
(注

現
消防支

署)
の
と
こ
ろ
に
米
倉
や
何
か
あ
っ
て、
色
々

な
も
のが
渡
さ
れ
ま
し
た
。

兄
が二
一
の
年
で
し
て
ね、
私
は
一四、

姉
が
一八
で
し
た
。
兄
の
嫁
さ
ん

と
四
人
で
父
も
母
も
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
入
っ
た
の
は
十丁
目
で、
小
樽

に
つ
く
と
紐
の
つ
い
た
札
を
ひ
か
さ
れ
て、
そ
れ
が
入
る
家
の
番
号
で
し
た
。

私
達
は
五
十
何
番
か
で
し
た
。

五
月
五
日
に
着
い
た
と
き
家
の
裏
に
ま
だ
雪
が
あ
り
ま
し
た
。
お
茶
が
な
い

で
し
ょう
、
だ
か
ら
川
ぶ
ち
へ行
っ
て川
柳
の
葉
を
と
っ
て
き
て、
鍋
に
入
れ

て
い
っ
て
ね、
ゴ
ザ
に
広
げ
て
も
ん
で
ね、
そ
れ
を
中
隊
長
に
飲
ま
せ
ま
し

た、
柳
の
葉
も
長
いの
で
は
な
く
て
丸
い
葉
の
方
で
す
。
(以
下
略)

佐
木々
ヨ
ツ
(屯
田
兵妻
女)
談
石
川
県
か
ら
来
ま
し
た
。
実
家
は
水
田
と

畑
を
作
る
百
姓
で
し
た
。
私
は
兄
と
母
親
と
私
と
三
人
でし
た
か
ら
、
ひど
い

め
に
あ
い
ま
し
た
よ
。
(中
略)

こ
の
辺
は
真
暗
い
薮
で
し
た
。
大
工
の
通
っ
た
と
い
う
細
道
が
一
本
あ
っ
た

き
り
で
す
。
入
っ
た
次
の
日
外
へ
出
て
み
た
ら
隣
が
四
国
の
人
だ
と
い
い
ま
し

た。
そ
の
人
達
は
私
達
よ
り
五
日
前
に
来
た
ん
だ
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

人
達
五
日
に入
り
、
私
達
は
十二
日、
そ
の
あ
と
の
人
は
十
七
日
に
入
り
ま
し

た
。
四
〇
〇
戸
の
人
で
す
から
ね
。

内
地
で
は
小
松
と
い
う
と
こ
ろ
で
泊
り
、
大
聖
の
川
船
に
乗
っ
て
四
国
へ
出

て、
そ
こ
で
船
に
乗
り
三
日
三
晩
で
小
樽
に
あ
が
っ
た
の、
小
樽
で
泊
っ
た
か

ど
お
か
は
っ
き
り
し
な
いが
泊
っ
た
で
し
ょ
う
。

小
樽
か
ら
台
車
で
途
中
で
後
戻
り
し
ま
し
て
ね
、
空
知
太
に
つ
い
て
あ
そ
こ

か
ら
歩
い
て
来
ま
し
た。
そ
し
て
事
業
場
と
い
う
と
こ
ろ
へ
色
な々
物
を
も
ら

い
に
行
っ
た
の、
そ
し
た
ら
お
祝
に
小
豆
めし
を
つ
く
っ
て
ね、
大
き
な
鱇
一

尾
づ
つも
ら
っ
て、
お
ひ
つ
や
ら
何
や
ら
も
ら
っ
て
来
ま
し
た
。

・
鋸
や
鍬
は
あ
と
で、
そ
の
と
き
は
布
団
と
か
茶
わ
ん
と
か
ね、
鍋も
三
つ
そ

の
晩
に
使
う
も
の
を
も
ら
っ
て
来
た
ん
で
す
。

第
四
章
江
部
乙
屯
田

第
五
中
隊四一 八三〇:

二
六

三
〇

一六
二
九

第
六
中
隊
そ 囊 全 耳 泌 病

名/隊の 身

泌
尿
生殖
器病

血
行
器
病 号

他 腫 病 病 病

一
六

二 四

第
五
中
隊

八 一 一 1 1 四

第
六
中
隊

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

病
名 隊

号

一
四 六 七 一 四
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米
は
古
い
玄
米
な
ので
、
つ
いて
も
白
く
な
り
ま
せ
ん
で
ね、
臼
は
六
軒
に

一
つ
あ
た
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
つ
け
ん
の
で
す
よ
、
杵
は
兎
の
餅
つ
く
よ
う
な

あ
れ
で
な
く
柄
の
つ
い
た
ので
す
。
米
が
飛
ぶ
の
で
ね、
臼
の
中
に
縄
を
輪
に

し
た
の
を
入
れ
て
ね
。
(以下
略)

山
本
宗
平
(屯
田兵
家
族)
談
私
は
和
歌
山
県
か
ら
参
り
ま
し
た
。
二
十
七

年
に
兄
の
屯
田
兵
の
家
族
と
し
て
来
ま
し
た
。
田
奈
辺
の
近
在
で
し
た
か
ら、

そ
こ
から
船
で
和
歌
山
に
出
ま
し
て、
一
晩
泊
り
ま
し
た
。

屯
田
兵
に
行
く
と
い
う
の
で
県
令
さ
ん
が、
和
歌
山
城
内
を
見
せ
て
や
れ
と

い
わ
れ
て、
城
内
を
見
ま
し
て
、
翌
日
船
で
神
戸
に
行
き、
そ
こ
で
滞
在
し
て

い
て
千
葉
や
茨
城
県
の
移
住
者
を
の
せ
た
金
沢
丸
と
い
う
船
が
来
ま
し
た
の
で

私
た
ち
は
高
知
県
の
人
達
と
一
緒
に
神
戸
で
そ
れ
に
乗
り
ま
し
た
。

瀬
戸
内
海
を
通
っ
て下
関
か
ら
日
本
海
に
出
て、
越
前
の三
国
港
に入
っ
て

石
川
・
福
井
と
富
山
の
人
達
を
乗
せ
ま
し
て
、
一路
小
樽
へ来
た
わ
け
で
す
。

私
の
国
から
四
〇
戸
ほど
来
まし
た
が、
峰
延
の
砲
兵
と
茶
志
内
の
工
兵
と

美
唄
の
騎
兵
と
で
す
か
ら、
こ
ち
ら
の
歩
兵
に
来
た
の
は三
七
戸
く
ら
い
で
し

た。
兵
課
は
検
査
の
と
き
に
も
う
決
つ
てし
ま
っ
た
ので
す
が、
ど
こ
に
入
る

か
は
小
樽
に入
っ
て
か
ら
く
じ
引
で
決
り
ま
し
た
。
私
の
村
から
も
八
戸
ほ
ど

来
ま
し
た
か
ら
割
に
に
ぎ
や
か
で
し
た。
そ
れ
で
村
の
者
は
よ
く
つ
き
合
い
ま

し
た。

五
月
十
一
日
の
朝
小
樽
に
着
き
ま
し
た
が、
海
が
荒
れ
ま
し
て
ね
、
私
達
は

子
供
で
し
た
か
ら
そ
う
で
も
な
か
っ
た
の
で
す
が、
大
人
達
は
青
菜
に
湯
を
か

け
た
よ
う
に
弱
っ
て
い
ま
し
た。
小
樽
に
一晩
泊
っ
て、
次
の
朝
暗
い
う
ち
に

割
当も
ら
っ
て
汽
車
に
乗
り
ま
し
た
。
手
宮
駅
から
乗
り
ま
し
た
が、
駅
の
近

く
は
少
し
前
に
火
事
が
あ
っ
た
と
い
つ
て
焼
野
原
で
し
た
。

汽
車
と
い
っ
ても
石
炭
車
に
テン
ト
掛
け
ま
し
て
ね、
コ
モ
敷
いて
座
っ
た

ん
で
す
。
銭
函
の
海
岸
で
は
練
が
と
れ
て、
箱
背
負
った
男
や
女が
沢
山
い
ま

し
た。
札
幌
を
素
通
り
し
て
厚
別
の
あ
た
り
で
高
台
で、
向
う
か
ら
来
る
汽
車

と
す
れ
ち
が
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
野
幌
の
原
始
林
の
あ
た
り
だ
っ
た
で
し
ょ

う
。
そ
れ
か
ら
岩
見
沢
あ
たり
で
ま
だ
雪
が
あ
った
が、
巡
査
み
た
い
な
人
が

五
・
六人
い
ま
し
た
が、
そ
れ
が
峰
延
と
美
唄
に
入
地し
た
屯
田
兵
で、
新
し

い
屯
田
兵
が
来
る
と
いう
の
で、
出
迎
え
に
来
て
い
た
の
で
し
た。

小
倉
の
黒
い
服
を
着
て
い
た
の
で
巡
査
と
思
った
の
で
し
た
。
二
時
ご
ろ
で

し
た
か
空
知
川
の
へ
り
の
空
知
太
に
着
き
ま
し
た
。
す
る
と
江
部
乙
の
教
育
に

来
て
先
に
入
っ
て
い
た
下
士
官
が
迎
え
に
来
て
い
ま
し
て
ね、
そ
こ
か
ら
年
寄

り
や
子
供
は
馬
車
に
乗
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
歩
い
て
今
の
滝
川
の
四
丁
目
に

二
十
三
年
に
入
地し
た
人
達
が
い
ま
し
た
。

私
達
の
番
号
は
四
四
五
番
で
し
た
の
で、
ここ
か
ら
入
れ
と
い
って
本
部
の

近
く
の
笹
の
刈
り
分
け
道
を
通
っ
て
番
号
の
家
に
入
り
ま
し
た。

教
育
す
る
た
め
に
ま
わ
っ
て
歩
く
下
士
官
を
転
嫁
下
士
と
い
っ
て
い
ま
し
て

ね、
一度
内
地
で
兵
隊
に
な
っ
て
上
等
兵
や
伍
長
に
な
っ
た
のが、

屯
田
兵
を

志
願
し
て
来
て
い
た
の
が
あ
っ
て、
そ
う
し
た
人
が
班
長
に
な
る
ん
で
す
が、

そ
の
他
に
転
嫁
下
士
と
い
う
の
は
班
長
で
は
な
く
て、
特
別
に
屯
田
兵
の
教
育

に
ま
わ
っ
て
歩
く
人
達
で
し
た
。

入
っ
た
晩
に
土
屋
軍
曹
と
い
う
の
が
来
て、
給
与
品
を
取
り
に
学
校
ま
で
来

い
と
い
う
の
で、
父
と
兄
と
姉
と
が
行
き
ま
し
て、
そ
こ
で
寝
具
・
ヤ
カ
ン
・

茶
わ
ん
な
ど
も
ら
っ
て
戻
り
ま
し
た
。
お
ハ
チ
も
も
ら
っ
て
来
て、
札
と
ハチ よ
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を
も
っ
て
炊
出
し
を
取
り
に
来
い
と
い
う
の
で、
そ
れ
も
っ
て
事
業
場
と
い
う

所
に
行
き、
そ
の
晩
の
食
糧
を
取
り
に
行
き
ま
し
た。
黒
豆
の
煮
た
の
と
か、

練
の
大
き
い
の
を
家
族
に一
尾
づ
つ、
そ
れ
に
豚
肉
の
焼
い
た
大
き
な
の
に
ご

は
ん
と
で
し
た。
私
の
家
は
臨
済
宗
で
し
た
か
ら、
獣
の
肉
を
食
っ
て
は
いけ

な
い
と
い
う
決
め
が
あ
り
ま
し
た
の
で、
豚
肉
だ
と
食べ
れ
な
いと
い
う
の
で

鳥
の
肉
と
いっ
てだ
ま
し
て
食
べ
さ
し
た
ら
、
こ
れ
は
お
い
し
い
と
い
っ
て
食

べ
ま
し
た
。
臨
済
宗
は
戒
律
が
や
か
ま
し
く
て
、
私
の
国
の
村
の
住
職
は
妻
帯

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
達
の
村
から
八
戸
も
来
た
と
い
う
こ
と
は、
二
十二
年
に
大
洪
水
が
あ
り

ま
し
て
ね
、
そ
の
時
の
い
た
で
が
容
易
に
治
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
北
海
道
に
行

か
ん
かと
役
場
や
県
庁
の
方
か
ら
す
す
め
て
来
た
の
で
す
。
私
の
家
から
は
始

め
希
望
し
て
い
な
か
っ
た
ので
誰
も
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
が、
叔
父
が
話
を
聞

き
に
行
っ
た
ら
「
お
前
の
家
の
人
数
で
は
駄
目
だ
が、
本
家
な
ら
よ
い
ん
だ
が
」

と
い
う
話
な
の
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の
北
海
道
は、
今
の
南
米
に
行
く
以
上
で

し
た
か
ら
行
く
気
も
な
か
っ
た
の
で
す
が、
役
場
か
ら
も
来
ま
し
た
し
、
あ
た

り
で
希
望
者が
出
た
ので、

そ
れ
で
はと
考
え
たら
し
い
で
す
ね。

(以
下
略)

<「屯
田
兵
‒
家
族
の
み
た
制
度
と
生
活―‒」

N
H
K
札
幌
中
央
放

送
局
・
昭
和
四
十三
年
五
月
・
よ
り
>

江
部
乙
屯
田
移
住
者
の
諸
調
査

明
治二
十
七
年
屯
田
移
住
者
に
関
す
る
族
籍
・
原
籍
地
に
お
け
る
職
業
類

別、
教
育
程
度
及
び
募
集
当
時
の
財
産
な
ど
に
関
す
る
召
募
官
の
調
査
を
参
考

資
料
と
し
て
掲
げ
る
。
二十
七
年
移
住
は
江
部
乙
歩
兵
と
沼
貝
の
空
知
へ
の
移

住
五
〇
〇
戸
で
あ
る
が、
調
査
表
は
四
九
一
戸
が
集
計
さ
れ
て
い
る
。

尋
常
小
学
卒
業

尋
常
小
学
教
育

小
学
教
育
を
受
け

度
府

県
名

甲
召
募
官
区
域

教
育
程
度
調

日
三二 計

無
職
業

そ
の
他

業

農

雑
業

工
業
|

三
三

二
三

四
商
業 業 県

名
福 岡

五

11 七四
熊 本

平
民
数

三
三
六
一

三
七

一
二
七
一二 六

三
岡 山

二 愛 媛
1

二 | →

二 |

1
1

六
三
七

六
四

1

三
五

一
二

計 四九一 六 一四

三 一八

四三四

計

二
職

業
調

5
族
籍
調

宮 茨 千 島 鳥 愛 岡大 福|県

城 城 葉 根 取 媛 山分 岡 名

○ 二 一 五 三 一 〇一

三 六 三二 八 四 八 四 八 六三三
和 德 高 石 福 岩大熊

計 歌
県

山 島 知 川 井 手 阪 本

名 名

四
五
七
四
八
三
一

二
四
六
三
三
二

九 六 三

平
民
数

三
四

○ ○ 六 )二〇-

四
九
一

四

一八

1111
三
〇
六三
三
二

一六四

11 二七
二
五
七

千
茨
宮大
岩

葉
城
城
阪
手一
一1
五
一

1 四 元 高 知

徳 島

1 � 和歌山

咒
二
六一
二
三
臺
三
四
咒

四 鳥

取

島 根五

二
三
六三

五
二0

大 :分

.

七 |

六
七

福
岡
熊
本
大

分
岡

山
愛
媛
鳥

取
島
根

(三)
程

な
い者

1
福 井

石 川

六 士
族
数

計
→

職 府

八三
一四
三
六
三九
六四
元

六

士
族
数一二

八

計

第
四
章
江
部
乙
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最

一戸
平
均

総
計
金
額

千
円
以
上

五
百
円
～
千
円

二
百
円～五
百
円

百
円
～
二
百
円

五
十
円
～
百
円

十
円
～
五
十
円

十
円
未
満

無
財
産

県
名

200
1,000

円 八円

三 〇 二

一六

一
九
一九 二三 二 1.

一
四一 三 四

一 〇 〇 五

111 二 一 1

〇〇
〇
三

二五〇

七三三 六 ○ ○ 二 1 1

八 一 四 六 八 七 九 二 一

六
四

〇 〇 二 五 五 四

七

1100

六六・三元一九七・〇〇
一四八・三

三〇・00

一、一八五 八 〇 〇 111 ニ ー 一 〇 一

三 KC 二 〇 〇 ○ C 二 〇 〇

最備
考 高

一戸
平
均

総
計
金
額

千
円
以
上

五
百
円
～
千
円

二
百
円
～

百
円
～
二
百
円

五
十
円
～
百
円

十
円
～
五
十
円

十
円
未
満

無
財
産

そ
の
二

三五〇 円

八八八

一 1

11二 二 一 〇 〇

〇〇
〇〇
八

1100

七

1
1 C 1 二 三 二 〇 三

一五〇
一、一四〇

六
三 二 二 一
五
一九 一
〇
一
三 二

500

三
〇 ○

二 二

四 三 一
四

二 三

11

三

一 〇 二 六 八 五 九 一 四

六〇〇
一、五00

1

六 四

二四
七
四

九
四
九〇

二
六
二
五

一・
四
二

四
・
八
八

一
五
・
〇
七

一九
・
一四

一
八
・
一六

三〇
・
九
五

五
・二
九

五
・〇
九

百
分
率

第
四
編
屯
田
兵
制

八

三 五 四

一
四 ‒
‒

一三 1

六
三
八

六
四
三
八 二

二

四
八 11 九 九

四
三
五
一
五 二
四
一

一
四
五
三一 計

乙
召
募
官
区
域

計
高
等
小
学
卒
業

高
等
小
学
教
育四 四四

八 四 二 二

二

六 一 一 一 三

一 二 五 四

三 .. 三
一

六
三

一 四

五
三

五

三 一
〇三 七 四 六

三
一

1 九 九 二

六00

七八八 四 〇一 〇 一 〇 ‒ 一 〇

四00

六、六六四
二、一四三

二、五三三

三
八

二

六

1
1

一
四

11

二

福
岡
熊
本
大

分
岡

山
愛
媛
鳥
取
島
根
千
葉
茨
城
宮
城

そ
の
一

四)
応
募
当
時
の
財
産
調

程
計 良 可

稍
良

稍
可 否 度

高

一一七・五六三三〇・三五
六
・七〇二三

・〇
二七五・五

三
・四

九、七五八
四、六五

一五〇

八五九

一、二〇〇
二〇八 四
三 一
一

当
時
の
屯
田
兵
屋
一
七
坪
半
建
築
費
が
約
一
五
〇
円
前
後
(江
部
乙
は
一
八
坪)
の

金
額
で
あ
る
が、
僻
地
建
築
の
た
め
当
時
と
し
て
は
割
高
の
も
の
で
あ
る
。

五八・一
一七〇・三

一
七三・八五

九二・八三一三九・六七一九五・一〇二二八・六七

九、三六五六三、六六九

1 六 七 八
一
一

一
四
一
五
二

一

四八
四九
二
一〇〇

○
○

1

第
四
節
江
部乙
屯
田
兵
氏
名
及
び
編
制

江
部
乙
屯
田
兵
の
中
隊
編
制
に
当
た
っ
て
小
樽
へ
上
陸
後
に
兵
屋
番
号
の
抽

せ
ん
を
行
い、
四
四
一
番
か
ら
六
四
〇
番
ま
で
が
第二
大
隊
第
五
中
隊
と
な

り
、
六
四
一
番
から
八
四〇
番
ま
で
が
同
第
六
中
隊
に
編
入
さ
れ
た
。

中
隊
幹
部
につ
い
て
は
既
に
決
定
さ
れ、
移
住
民
が
入
居
に
当
っ
て
引
率
し

世
話
を
し
た
事
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
り、
屯
田
兵
募
集
に
当
っ
た
召
募
官
の
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大
阪
岩
手
福
井
石
川
高
知
徳
島
和
歌
山

三
二

一二 五六 六 八 〇 四

一三七・五〇
円

六四〇
五、四五〇一〇、九五三二、七八五

四、四二〇

計 五
百
円

府
県
名
千
葉
茨
城
宮
城
大
阪
岩
手
福
井
石
川
高
知
徳
島
和
歌
山

二
五
六

六七 四

三
二 五

三

一 二 三 〇 〇

区
分

二
十
七
年
八
月
に
高
畑
利
宜
が
札
幌
で
の
旅
館
宿
泊
で
一
泊二
五
銭、
大
阪
酒
一

本
八
銭、
材
檎二
斥
拾
銭
の
記
録
が
ある
。

計

計
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江
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田

455 450 445 441 番住号居
寺高山吉

山
本 沢

松
本

吉 林 大
久保
石
田
源
一郎

楠
本

友
吉

操
上

粂
蔵

竹
村

二
一

山
本

政
吉
和
歌
山

木
下
藤
助
福
井

藤
亀
蔵 名

和
歌
山

石
川

和
歌
山

佐
賀

石
川

高
知

石
川

徳
島

福
岡

島
根

和
歌
山

鳥
取

高
知

出
身
県

第
五
給
養
班
通
十
丁
目

軍
曹
班
長 1 1 1" 1" 11 11 〃"1 11 11 11 11 11 "1

第
一
給
養
班
通
九
丁
目

考

475 470 465 460 番住
号居高
崎

一
宮
内
林
太
郎

內

茂
一
郎

川
村

中
村

津
留
崎

近
藤

加 原 古 替 渡 羽 元 三 吉 船 吉 今 氏

次楼

兢

清
平
太
郎

五 倉

吉次郎
浅
吉

弥
曽
蔵

棟 勝
次
郎 蔵 翼

豊 源 茂 由
一五 太

一 郎 蔵 郎 名

福 愛 岩 岩 福 茨 石 福 福 福 福 福 福 島 千 島 徳 石

岡 媛 手 手 岡 城 川 岡 岡 井 岡 岡 岡 根 葉 根 島 川

備
11 11 11 11 11

第
八
給
養
班

11 11 11 11 11 〃11 11 11 11 11

第
五
給
養
班
通
十
丁
目 考

490 485 480 番住
号居

緒 竹山宮湯 次 中 梶 奥 木 河 山 武 中 角 中 中

方 內 本 脇 浅 原 野 本 平 村 村 口 久 野 田 村 西
氏

三與 兼 虎 久 善 麻 常 善 剛 常 辨 彦太

惣太
郎 敬 熊 芳

郎 吉 蔵 蔵 吉 一 蔵 蔵 三 吉 郎 八」 作 吉 松 名

福 愛 鳥 鳥 島 徳 鳥 鳥 福 徳 愛 福 大 福 福 福 島

岡 媛 取 取 根 島 取 取 岡 島 媛 岡 分 岡 岡 岡 根

出
身
県

"1 11 11 11 11

第
七
給
養
班

11 "1 11 11 11 11 11 11 11 11東
裏
通
十
二
丁
目

通
十
二
丁
目

11 11 11 〃〃11

!

11 11 11

考

第
五
中
隊
兵
卒
(入
植
屯
田
兵
氏
名)

中
隊
附
軍
医

二
等
軍
医

少
尉

中
隊
附
下
士
曹
長
菊
地
岩
松

同
軍
曹
村
井
源
太
郎

大
原
武
慶

同 同

小
隊
長

中
隊
長

第
二
大
隊
第
五
中
隊

屯
田
歩兵
大
尉
中
尉

伊
島

謙
蔵

川
上
親
興

大
岡
勝
重

大
島

幸
衛11 11 11 〃〃

"

"1

= " !

11 11〃 !

〃〃

〃11 11 11

氏

源
之
助

甚
之
助

秀
七

ロ武
一

田
初三
郎

藤
太郎
新
助

木
下

由
也

小太
郎

和三
郎
福
岡

鳥
取

中
隊
幹
部
及
び
指
導
教
官
と
な
る
下
士
の
氏
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
島
幸
衛
大
尉
及
び
酒
出
季
由
大
尉
が
中
隊
長
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

中
隊
長

〃11 11 〃11 11 11

通
十
一
丁
目

"

11 〃”11 11 〃11 11 〃11 11 11

少
尉

中
隊
附
軍
医

中
隊
附下
士
曹
長
須
田
源
五
郎

同 同

二
等
軍
医

堀
江
頼
信

同
軍
曹
古
川
栄
蔵

難
波
田
憲
欽

徳
江
重
隆

名
越
源
五
郎

屯
田
歩
兵
大
尉

酒
出

季
由

第
二
大
隊
の
本
部
は
滝
川
兵
村
に
お
か
れ、
滝
川
兵
村
に
は
第三
中
隊、
第

四
中
隊
の
四
四
〇
戸
が二
十
三年
に
設
置
さ
れ
て
お
り、
こ
れ
に
隣
接
し
て
江

部
乙
屯
田
兵
村
が
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る。

第
八
給
養
班
通
十
一丁
目

備

11 11 11 11 11 "1

橋 崎
安太
田
作
松
石
川

備

〃〃〃11 11

!

郎 吉

藤 中 賀地辺野村沢 野 津 本 井

出
身
県

第
五
給
養
班
通
十
丁
目

軍
曹

班
長

小
隊
長

少
尉

中
尉

中
西
又五
郎

第
二
大
隊
第
六
中
隊

小尉
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520 515 510 505 500 495

平東西浅高小山岡
尾 田井

橋
久
我
次

島
市
太
郎

源
三
郎

慶
次
郎

野
尻

京
松

加
藤

仁
市

田
弥三
次
郎

頭
健
治

久
太
郎

梅
五
郎

甚
助

元三
郎

伝
兵
衛

島
吉
太
郎

中
村
為
吉

清
水

庄
八
一

武
田
信
孝

多
田

力
蔵

江
上

国
太
郎

榎
本
金

蔵
陣

副
勝

下
千 松

藤 又
郎 蔵 一 松 → 吉 市

市

蔵

鳥
取

和熊 鳥 愛 徳 石 鳥 福 福 石 徳 福 石 岩 徳 徳 福 鳥 和 利 岩 鳥

本 取 媛 島 川 取 井 井 川 島 岡 歌川 手 島 島 井 取 山 山 知 根 手 取

" 1" 11 1" 11 "1" 11 = " 1" 11 1" 11 "1 " 11 11 " " " 11 "1

軍
曹
班
長

第
七
給
養
班東
裏
通
十
丁
目

!
!

東
裏
通
十
一
丁
目

東
裏
通
十
二
丁
目

555 550 545 540 535 530 525

野松木谷安平長吉岡奧 長堀矢大 立

岡 中 岡 中 平 山
伊

本 瀬 田 尾 田 越 藤 良 田 沢 田 下 原 塚 原 原 野

実
蔵

福
岡

一愛
知

一和歌山
鳥

取
石

川
岡
山

松藏

和
歌
山

徳
島

福
岡

鳥
取

島
根

和
歌
山

徳
島

福
岡

石
川石

鳥 福 鳥 福 熊 高 石 鳥 大 鳥 富 大 徳 岡 鳥 島 石 高 高

取 岡 取 井 本 知 川 取 分 取 山 分 島 山 取 根 川 知 知

" 1 "1 11 11 11 11 1111 11 11 " " " 11 11 "1 11 1" 11 11

第
二
給
養
班

"11" 1" 1" 1" 1" 11K

第
一
給
養
班

第
六
給
養
班

" 1 11 11 1"

! ! " 二

" " = " 11 11 "1

東
裏
通
九
丁
目

”"

東
裏
通
十
丁
目

590 585 580 575 570 565 560

福前竹長城福森

前
田

中
沢 井 畑

高
木

寺
岡

三
沢

殿
川

幸
吉

貫
之
助

與三
松

政
蔵

愛
次郎
秋
吉
|

虎
吉
高
知

丑
太郎
|高

崎
柳

馬
高

崎
鶴
吉

田
亀
吉

與
四
吉

島
吉

弥
寿馬
高福

岡 知
義
衛
和
歌山

利
一
福
岡

梅
一

臼
杵

喜
市
郎
|
徳
島

和
歌
山

福
岡 島 媛

第
三
給
養
班 ""11 " " 11 11 11 11 11

軍
曹
班
長 11 11 11 " 11 11 "

11 11

第
二
給
養
班
東
九
丁
目

西
裏
通九
丁
目

”" " " = "

! !

" "1 11 〃"/ 11 "1

第
六
給
養
班
東
十丁
目

次郎
七

石
川
近
次
愛
媛

徳 愛

取

和
歌
山

和歌山
福
井 岡

徳
島

岩 鳥 島 徳
根 島 島

熊
本

福
岡

和歌山
川
部

利
作

島
根

矢
野

森
田

大 山
腋

進
藤

池
田

上
村

藤
田
利

崎 坂 井

下

佐
五
郎 薫

福

11 11" 11 11

11 11 11 " 11 " 11 11

第
五
給
養
班

" "1 1"

= ! "

11 " 11 1" 11 "

西
村
鹿
次

富
次
郎

森
之
助

川
與三
吉

石安
右エ門

平
山
丈
太
郎

末

藤
藤次郎

本
亀
次
郎

島
伊
吉

田
信

吉

半
蔵 吉 吉 蔵 人 男

藤
吉

由
松

和
蔵

喜
太
郎

久
次
郎

生
野

貞
一

津
川

栄
一

森
定

荒
吉

地
原
松之助

屋四郎兵
衛

大
村
初
三
郎

町
正
僖

音 浅 沢 義 長
!

" " " " " " "

佐
賀

和
歌
山

「島

第
四
編
屯
田
兵
制

池 赤 鎌 安所 川 森

永 下 松 田 達

伊

万
六
和
歌山

松太
郎

安
蔵

亀
蔵

鳥
取

福
井

福
岡

和
歌
山

第
六
給
養
班

矢
部
道
蔵

安
東
小
一

二

11 11 1111

! !

江
岩
橋

浅
次

壮
崎

玉
田

東
地

千
蔵

鳥
取

一高 自 徳

知 知 知

「島

大 出
百

大
原

住
関
次郎

福
岡

島
根

串 数 浅
広
吉

木三
笠
惣

八
下

松
吉

熊
太
郎

吉
弥

京
太
郎

源
兵
衛

手 取

中 吉
田
友
太
郎

鬼

本 菅 宮 北 福 小 中清 武小多小福

小
井手

高
知

茂

軍
曹
班
長

第
二
給
養
班
東
九
丁
目

"1 11 "1

∥1"

大

一徳
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第
六
給
養
班
東
十
丁
目

越 村
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田

650 645

34

番
号

住
居

前

寺

越
智

吉
次

小
野田
久
吉

田
中
波

一
|

中
島
長
太
郎

崎
竹次
郎

村
上

米
蔵

大
久
保
久
太
郎

山
崎
金
六
郎

紙
谷
佳
成 名

愛 大 島 富 鳥 鳥 大
分

石
川

富
山

出
身
県

〃〃11 11 11 11 11 11 11 11 113

軍
曹
班
長

第
一
給
養
班

11 11 11 11 "1 11

〃〃

通
十
三
丁
目

11 11 11

通
十
二
丁
目 考

660 655

番
号

|住
居
|

船

平
野
熊
市

小
田

野
上
午
吉

佐
木々

乙
次
郎

山
口
秀
松

松
本
久太
郎

田
村

柳
蔵

利
平
次

亀
吉

梅
太
郎

金
一 名

島 高

根 岡 井
愛
知

鳥
取

和
歌山

鳥
取

福
岡 根 知

出
身
県
備

1 1" 11 11 11 11 111" 11 11〃

第
四
給
養
班

第
一
給
養
班

11 11 11 11"1

! !

11 11 11 11

通
十三
丁
目 考

670 665

一番
号

住
居

林田実

佐 氏

藤藤

啓
之
亟

磯
五
郎

茂
昭
和
歌
山 井

福
井

福
岡

福
井 岡

福
岡

愛
媛

鳥
取

出
身
県

軍
曹
班
長“班 〃〃班 11 11 11 11 11

第
一
給
養
班
通
十
三
丁
目

考

605 600 595

篠黑渡東 中 中 平 平 緒 三

原藤村

川 谷

庄
次
郎

寅蔵
原
伍
平

野
笹
市

平
塚

進
蔵

緒
方

貞
次

大
西
駒
太
郎

森
松

白
新
田
恒
太
郎

野
並
長
次
郎

明
地
藤
三
郎

笠
松

坂
井 田
策
一

富
次郎
安
吉

石 福 福 福 福

一福 石 島 熊 福
井

高
知

愛
媛

和
歌
山

和
歌山

福
岡

福
岡

富
山

川 岡 岡 岡 岡 岡 川 根 本

11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 ! 1 1 11 班給

軍
曹
班
長

第
三
給
養
班

11 11 11 11 11 11 11 11 11

西
裏
通
十
丁
目

西
裏
通
九
丁
目

620 615 610

井 沢 一
木
百
太
郎

田
上
伊
太
郎

江
口弥和太郎

佐
賀

福
岡

橋
口
年
松

安 本 香
山 田 田 本 山

松
次
郎

市
松

一
夫 郎

幹
一

輝
夫

与
助

杢
太
郎

熊
市

島
根

清
福
岡

熊
本

岩
手

軍
曹
班
長 11 11 " 11

軍
曹
班
長 11 "

軍
曹
班
長

二

"1 11 11

第
四
給
養
班
西
九
丁
目

640 625

村堤北坂水 石 中 开

石
橋

松
尾

小
川

上
山

大
谷

寿
美沢
長

永
権
太
郎

種
市

竹
蔵

八
百
吉

石 福
井

石
川

和
歌
山

福
岡

福
岡

島
根

福
井

大
阪

和
歌山

石
川

島
根

和
歌
山

|福
井

軍
曹
班
長 11 11 11 "1

第
八
給
養
班

11 1 11 "1 11 11 11 11 "1

" 1" 11 "1 "1 11 11 111" 11 11 11 11

第
四
給
養
班
西
九
丁
目

川

初

吉:

為
一

昌
孝

上
亀
太
郎
福
岡

伊
勢吉
音三
郎

邦
市

弥
三
郎

平
太
郎

次
郎

"

11 "11 11 "1 11

! "

〃〃11

"

"1

"

辻
井

與
蔵

吉
田

元
吉

恒
本

太
郎

春
吉

金
太
郎

初
太
郎

中
村
俊
正

正
一 名

島
根

福
岡

福
軍
曹
班
長

1" 11 11 11

二

11 11

通
十
四
丁
目

"1

第
六
中
隊
兵
卒
(入
植
屯
田
兵
氏
名)

山媛

分 根
石

川
大

分 取 取
藤
沢

氏房
佐
助

静
雄

山
本

浅
田

海
田 津

岩
戸
斧
吉

氏

久太郎

島

福 茨
城

愛
知

一福 福 福
井 岡

島
根

鹿
児
島

和
歌
山

福
岡

熊
本

和
歌
山

熊
本

大

崎

上 井 井

養
太
郎

"

西
裏
通
十
二
丁
目

辺
熊
太郎
丈
太
郎

第
四
給
養
班
西
九丁
目

"1 11 11 11

仙
太
郎

福
松

福
岡

村藤莊宅

橋 安 本 香 和 平 山 遠 中 藤上

佐
々
原

635 630

增
永

田
中

大
隈

福
第
四
給
養
班

備

段瀬本

口
与

三
石
川
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"

一

貞
之
助

兵
助

11

中

備



705 700 695 690 685 680 675

林前高 長 虎 埴 星 早高

井 野 谷 渕 川 弓

忠
太
郎

野

岩
太
郎

竹次郎

八 助

徳 愛 島
根

鳥
取 取 媛

〃

第
七
給
養
班

第
八
給
養
班

第
七
給
養
班

第
八
給
養
班

第
七
給
養
班

第
八
給
養
班

第
七
給
養
班

東
裏
通
十
五
丁
目

"

11

735 730 725 720 715 710

窪布覚 本 羽 鈴 石 寺 鈴 山 玉根
喜

助
栄
吉 松

甚
四
郎

孝
弼

熊
蔵

矢
部
重
太
郎

加
藤
峻
蔵

月
原
杢
右
エ門

森
実
静
一
郎

星
野
養
太
郎

松
田
角
蔵

松
田
松
蔵

木
伊三
郎

幾
太
郎

村
上
勘
左
ェ門

横
林
吟
蔵

村
上
喜
物
治

村
井
弥
門

岩
本
延
蔵

石 島石 石 島 愛 福 愛 福 石 和 石 島 島 鳥 鳥 鳥 愛 愛 千 鳥 徳 愛 徳 愛 岡 愛 福 鳥

川 根 川 川根 媛 井 媛 井 川 山
歌
川 根 根 取 取 取 媛 媛 葉 取 島 媛 島 媛 山 媛 岡 取

" 〃〃〃〃〃〃〃11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

11

第
七
給
養
班

1" 11 〃・" 11

! "

11 11 11 11東
裏
通
十
二
丁
目

東
裏
通
十
三
丁
目

東
裏
通
十
四
丁
目

東
裏
通
十
四
丁
目
|

765 760 755 750 745 740

長 三 浮 松 上 菊 稗 川 古 須川 河 江
谷川 好 穴井
竹 直 鶴 仙 周石
蔵 作 造 治

鳥愛 徳 愛 取
鳥
取

岩
手

一和歌
山

石
川

岩
手

和
歌
山

高
知

佐
賀

高
知

和
歌山 岡
福
井

井
上
新
太
郎
福
岡

北
山

伝
八
石

亀
井

勇
松

梅
野

種
吉
福
岡

鳥
取

江
千
代
造

端
岩
楠

島
田
与
三
松

浜
中
吉
松

長
井

慶
重

惣
七郎

徳
島

川

〃11 11 11 11 11 11 11 11

!

11 11 11

軍
曹
班
長 1 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

第
八
給
養
班

第
二
給
養
班

11 11 " " 11 11 11 11 11 11 11 " 11 11 11 11 1" 11 11 11 " 11 1 11 11

第
四
編
屯
田
兵
制

石
川

岡山媛取取山媛

石 愛 富 徳 愛 島

媛山島

"

軍
曹
班
長 〃〃1" 11 11 11 11 11 11 " 1" 1" 11 11 11 11 11 11 11 11 "1 11〃〃

軍
曹
班
長

第
六
給
養
班

"

第
四
給
養
班
通
十
五
丁
目

田木柴山元

吉久 円初 房
四 三

栄
太
郎

末
吉

木
丹
治

川 置

石
川
金
次郎

富
山

二
代
良
次
郎

"1 "1 1" 11 " 11

!

1" 1"

!

" 1" 11 "1" 11

"

11

"

"1 " " 1" 11

江
口
団
四
郎

伊
藤
与
作

福
井

淡
中
喜
太
次

盛
之
助

豊
丹
生
真
太郎

内
田

上
坂
恒
吉豊
|福 一石

川
福
井

和
歌
山

福
井

和
歌
山

德
島

福
岡

、石福
岡川知島 媛

第
一
給
養
班

11 11 11 11 11 11西
裏
通
十
二
丁
目

東
十
五
丁
目

養
班

東
裏
通
十
三
丁
目

東 鈴
木倉
亥之
助

峯太
郎

武
三
郎

富 石
川

鳥
取

一和歌山
鳥
取

愛
媛

愛
媛

鳥
取

鳥
取

福 島
喜
代
助
|
福

岡根 岡媛媛
鳥 愛 愛 愛鳥愛 富

二 !

" 11 11 "

=

11

u 二

" " 11 11 11 11二 " 11

" 二

森
田
亀
太
郎

田
又三
郎

河
村
兵
吉

川
岸
久左
衛門

吉
田
亀
吉

石
本
市
蔵

河
上

中
野

杉
本

菊
蔵

又
次郎
金
次
郎

岩
本

為
蔵
鳥
取

山
本

専
多
石
川

森
本

石
井

長 石
川

浅
田

寅
蔵

市
太
郎

岩太
郎

栄
蔵

田
馬
吉

大
久
保
岩
吉

三
好

田
中

平
川

半
助

早
弓

菊
一
郎

吉
上
島
周
吉

地 枝田
吾
市

上
市
太
郎

鉄
弥

合
銀五
郎

権
吉

辰
次
郎

石
川

村 崎 口

今
田

古
川

小
井
手

第
二
給
養
班

第
七
給
養
班

田
丸
岡
繁
太郎

佐
木々
徳
松

後
藤
震
兒

松 郎 郎 仁一

山
崎 川 本

鈴 浜

庄
太

松
尾
嘉
八

佐
賀

宮
脇
長
吉
|
福

.
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鳥

11

松
野

軍
曹
班
長

溝

原

市
太
郎

広
田
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江
部
乙
屯
田

注
氏
名
に
つ
いて
は
江
部
乙
町
史
及
び
移
住
者
伊
呂
波
名
簿
に
よ
り
確
認
し
た
が、

一
部
資
料
不
足
に
つ
き
未
確
認
も
あ
る
。

790 785 780 775 770

岡 本 家 星 助 藤 石 渋 古 森 島 江 青 林 樋北安小 芦
元本 納 川

川 原 井 井

津 口

中
西

高
谷 崎 田

口 村 村 橋 田

二

岩
蔵

信

竹
次
郎

亀 辨
吉

捨
松

長
太郎

政
蔵

嘉
蔵

勇次
郎

幸
太
郎

長
蔵

千
代
太

作
太
郎

定
太
郎

竹
次郎

虎
吉

与
三
郎

徳之
助

末
三郎

山川

茨石鳥富鳥

取山 取

媛 取
福
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